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な
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と
き

宇
宙
人



星
を
見
る
二
つ
の
眼

鏡か
が
み 

リ
ュ
ウ
ジ

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
８
年
京
都
生
ま
れ
。
占
星
術
研
究
家
、

翻
訳
家
。
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。
平
安
女
学
院
大
学
、
京
都
文
教
大
学
客

員
教
授
。日
本
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
学
会
理
事
。

１０
代
の
頃
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
イ
ア
で
「
占

い
」
を
テ
ー
マ
に
執
筆
、
幅
広
い
層
か
ら
支
持

を
受
け
、
従
来
の
占
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
。
主

な
著
書
に『
占
星
綺
想
』（
青
土
社
）、訳
書
に
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
ヒ
ル
マ
ン
『
魂
の
コ
ー
ド
』（
河
出
書

房
新
社
）、マ
ギ
ー・ハ
イ
ド
『
ユ
ン
グ
と
占
星
術
』

（
青
土
社
）、
ニ
コ
ラ
ス
・
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
『
世
界

史
と
西
洋
占
星
術
』（
柏
書
房
）
ほ
か
多
数
。
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去
る
一
二
月
三
日
、
宇
宙
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
打

ち
上
げ
が
見
事
に
成
功
し
、
長
い
宇
宙
へ
の
旅
に
出
た
。「
は

や
ぶ
さ
２
」
の
打
ち
上
げ
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
が
大
き
く
注
目

さ
れ
た
背
景
に
は
「
は
や
ぶ
さ
」
初
号
機
の
存
在
が
大
き
い
。

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
か
ら
微

粒
子
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
成
功
し
た
物
語
は
、
複
数
の
映
画

に
も
な
っ
た
ほ
ど
だ
。

　
こ
の
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
は
宇
宙
開
発
の
父
、
糸
川
英

夫
博
士
（
一
九
一
二
―
一
九
九
九
）
の
名
前
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
て
い
る
。
糸
川
英
夫
博
士
は
戦
闘
機
か
ら
ペ
ン
シ
ル

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
経
て
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
工
学
の
端
緒
を
開

い
た
科
学
者
で
あ
る
。
が
、
私
が
最
初
に
知
っ
た
糸
川
英
夫

博
士
の
顔
は
科
学
者
の
で
は
な
く
、
驚
く
な
か
れ
、「
占
星

術
師
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
の
だ
。
糸
川
博
士
は
実
に
幅
広
い

多
趣
味
な
教
養
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
バ
レ
エ
を
踊
り
、
バ
イ

オ
リ
ン
ま
で
自
作
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
博
士
は
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
占
星
術
、
一
般
向
け
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
占
星
術
の
父
で
も
あ
る
。
博
士
は
一
九
七
九
年
に

『
糸
川
英
夫
の
細
密
占
星
術
』
を
上
梓
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

単
純
な
一
二
星
座
占
い
本
で
は
な
い
。
従
来
は
複
雑
な
計
算

手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
作
成
を
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
し
た
手
引
き
で
、
か
な
り
本
格
的
な
本
だ
。
当
時

一
一
歳
だ
っ
た
僕
が
最
初
に
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
っ
た
の
は
じ

つ
に
こ
の
本
に
よ
っ
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
じ
つ
に
奇
妙
だ
。
な
ぜ
科
学
者
が
占
星
術
の
啓
蒙
を
？ 

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ガ
リ
レ
オ
、
ケ
プ
ラ
ー
が
占
星
術
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
科
学
革
命
の
渦

中
の
こ
と
。
占
星
術
と
天
文
学
が
未
だ
未
分
化
な
面
が
あ
っ

た
時
代
の
こ
と
だ
。
二
〇
世
紀
と
は
話
が
違
う
。
科
学
教
育

の
視
点
か
ら
す
れ
ば
占
星
術
は
時
代
遅
れ
の
迷
信
で
あ
り
、

悪
く
す
れ
ば
「
敵
」
で
す
ら
あ
る
。
実
際
R
・
ド
ー
キ
ン
ス

な
ど
は
反
占
星
術
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
急
先
鋒
だ
。
科
学
者
、

糸
川
博
士
が
占
星
術
を
「
啓
蒙
」
し
よ
う
と
し
た
の
は
単
な

る
ジ
ョ
ー
ク
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
惑
星
軌
道
計
算
の
面

白
い
応
用
例
と
し
て
の
遊
び
な
の
か
、
は
た
ま
た
、
ど
こ
か

で
「
信
じ
て
」
お
ら
れ
た
の
か
。
私
に
は
知
る
術
も
な
い
。

　
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
人
は
誰
し
も
こ
の
よ
う
な
矛
盾

を
抱
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
字
通
り
に
も

象
徴
的
に
も
人
に
は
二
つ
の
眼
が
あ
る
と
私
は
思
う
。
一
つ

の
眼
は
星
を
理
性
の
目
で
客
体
と
し
て
見
る
。
そ
し
て
も
う

一
つ
の
眼
は
星
を
我
が
身
の
希
望
や
不
安
の
体
現
と
し
て
主

観
的
に
見
る
。
そ
し
て
こ
の
人
間
の
も
つ
矛
盾
や
複
雑
さ
は
、

私
に
と
っ
て
宇
宙
の
起
源
に
も
劣
ら
ぬ
魅
力
的
な
謎
で
有
り

続
け
て
い
る
。



特
集

地
球
人
がに

な
る
と
き

宇
宙
人

の
一
部
、
生
活
の
一
部
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
人
類
学
（
宇

宙
人
類
学
）
の
対
象
と
な
っ
た
。「
宇
宙
観
光
」
な
ど
、

現
実
化
し
つ
つ
あ
る
一
般
の
人
び
と
と
宇
宙
と
の
か
か

わ
り
、
資
源
獲
得
の
た
め
の
宇
宙
進
出
、「
宇
宙
移
住
」

と
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
人
類
学
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

宇
宙
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
大
す
る
人
類
学

一
方
で
「
宇
宙
」
と
「
人
類
学
」
と
い
う
こ
と
ば
の

組
み
合
わ
せ
に
、
な
に
か
し
ら
違
和
感
を
も
ち
、「
宇

宙
人
を
対
象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
の
か
」、「
宇
宙
で

フ
ィ
ー
ル
ド
を
す
る
の
か
」
な
ど
と
い
っ
た
疑
問
も
あ

る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、こ
れ
は
遠
く
離
れ
た
「
未
開
」

の
社
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
二
〇
世
紀
の
人
類

学
に
と
ら
わ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

人
類
の
未
来
を
自
分
の
課
題
と
し
て
引
き
寄
せ
て
考

え
「
未
来
学
」
を
提
唱
し
た
国
立
民
族
学
博
物
館
初
代

館
長
、
梅
棹
忠
夫
は
、
二
〇
〇
三
年
の
世
界
宇
宙
飛
行

士
会
議
で
基
調
講
演
を
す
る
な
ど
科
学
文
明
に
深
い
関

心
を
も
ち
つ
づ
け
た
民
族
学
者
で
あ
る
。
全
地
球
的
観

点
を
必
要
と
す
る
「
地
球
時
代
」
の
問
題
は
、
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
通
底
す

る
先
見
性
が
あ
る
。こ
の
梅
棹
の
視
点
の
延
長
上
に「
宇

宙
時
代
」
の
人
類
学
を
構
想
す
る
こ
と
は
決
し
て
荒こ
う

唐と
う

無む

稽け
い

な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
人
類
学
の
蓄
積
に
よ
り
、
宇
宙
人
類
学

は
刺
激
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
例
え
ば
、（
1
）
衣
食
住
な
ど
の
生
活
文
化
に

お
い
て
宇
宙
環
境
へ
の
適
応
と
新
し
い
文
化
の
生
成
、

（
2
）
宇
宙
空
間
に
お
け
る
身
体
的
適
応
、（
3
）
宇
宙

進
出
、
宇
宙
へ
の
移
住
に
あ
る
文
化
的
基
盤
の
検
討
、

（
4
）
宇
宙
開
発
が
も
た
ら
す
認
識
の
変
化
、
新
し
い

宗
教
や
世
界
観
の
生
成
、（
5
）
巨
大
先
端
科
学
技
術

と
こ
れ
を
支
え
る
社
会
・
文
化
シ
ス
テ
ム
…
…
、
な
ど

多
様
な
テ
ー
マ
が
考
え
得
る
。

現
在
、「
宇
宙
人
類
学
」
研
究
会
（
日
本
文
化
人
類
学

会
課
題
研
究
懇
談
会
）
は
、
J
A
X
A
大
学
・
研
究
機

関
連
携
室
の
協
力
を
得
て
、J
S
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日

本
の
宇
宙
開
発
に
関
す
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

宇
宙
技
術
開
発
に
携
わ
っ
た
技
術
者
に
つ
い
て
の
集
中

的
な
調
査
記
録
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
い
う
「
伝
統
的
な
」
手
法
を
用
い
て
、
現
代
日

本
社
会
と
科
学
、技
術
の
関
係
に
せ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

人
類
専
用
の
「
ノ
ア
の
箱
船
」

人
類
が
宇
宙
に
進
出
す
る
と
き
を
想
像
す
る
こ
と
は
、

現
在
の
地
球
が
直
面
す
る
人
類
学
的
課
題
と
向
き
合
う

こ
と
で
あ
る
。
人
口
の
増
大
や
環
境
の
悪
化
、
資
源
の

枯
渇
な
ど
に
よ
り
、
人
類
が
宇
宙
に
進
出
す
る
状
況
を

考
え
て
み
よ
う
。
い
わ
ば
人
類
専
用
の
「
ノ
ア
の
箱
船
」

で
地
球
を
出
る
こ
と
に
例
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
、
そ
の
「
箱
舟
」
が
一
〇
〇
名
し
か
乗
せ
ら
れ

な
い
と
す
れ
ば
、
誰
を
乗
せ
る
の
か
？　

残
さ
れ
た
集

団
の
文
化
、
社
会
、
言
語
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
誰
が
決
め
る
の
か
？

こ
れ
は
非
常
に
シ
ビ
ア
な
人
類
学
的
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
宇
宙
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
想
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
類
学
的
な
思
考
を
深
め
る
契
機
と
な

る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
で
に
も
活
動
の
様
子
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
の
宇
宙
開
発
は
、

こ
の
よ
う
な
国
が
主
導
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な

い
。
民
間
宇
宙
旅
行
、
宇
宙
ホ
テ
ル
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
、
民
間
の
宇
宙
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
盛
ん

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

新
世
紀
の
人
類
と
宇
宙

二
一
世
紀
に
な
っ
て
、
人
類
と
宇
宙
の
か
か
わ
り
は

大
き
く
変
化
し
た
。
宇
宙
開
発
が
も
た
ら
し
た
技
術

革
新
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
式
、
社
会
関
係

の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
人
類
学
者
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
お
い
て
さ
え
、
現
地
の
人
び
と
が
携
帯
電
話

「
限
り
あ
る
資
源
！
」「
か
け
が
え
の
な
い
地
球
！
」

こ
う
し
た
警
句
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
。

し
か
し
人
口
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
い
っ
ぽ
う
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、
地
球
外
で
の
食
料
生
産
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
確
保
、
文
化
的
生
活
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

多
く
の
人
に
と
っ
て
宇
宙
滞
在
が
日
常
生
活
の
一
部
と
な
る
、
い
わ
ば
宇
宙
大
衆
化

時
代
が
幕
開
け
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
地
球
外
の
完
全
に
人
工
的
な
生
存
環

境
に
対
し
て
、
人
類
の
身
体
、
精
神
、
活
動
は
ど
の
よ
う
に
適
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

宇
宙
人
類
学
の
挑
戦
―
人
類
社
会
と
人
類
学
の
あ
ら
た
な
可
能
性
を
求
め
て

岡お
か

田だ 

浩ひ
ろ

樹き

　
神
戸
大
学
大
学
院
教
授

二
〇
一
四
年
一
二
月
三
日
午
後
一
時
二
二
分
四
秒
、
小

惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
2
」
を
載
せ
た
H
2
A
ロ

ケ
ッ
ト
二
六
号
機
が
、
鹿
児
島
県
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
人
び
と
の
注
目
を
集
め
た
。

上
空
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
I
S
S
）
に
は

何
人
も
の
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
が
長
期
滞
在
し
、
こ
れ

や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
し
て
気
象
衛
星
が

も
た
ら
す
天
気
予
報
を
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
。

「
宇
宙
」
は
も
は
や
人
び
と
の
生
活
世
界
と
切
り
離
さ

れ
た
「
未
知
の
空
間
」
で
は
な
い
。
人
類
の
活
動
の
場

1970年、大阪で開催された日本万国博覧会。アメリカ館ではアポロ8号の司令船や月の石など、
月への有人宇宙飛行計画であるアポロ計画を中心とした展示が話題をよび、観覧者の長蛇の列
ができた。このたびみんぱくに、アメリカ館より寄贈されたアポロ計画の宇宙服の一着が収蔵
されることになった。写真は2012年に万博記念公園のEXPO’70パビリオンで開催された特別展
「大阪万博とはやぶさ物語」で展示されていたときのもの（写真提供・関西環境開発センター）

上：すでに多くの民間会社が宇宙旅行プラ
ンを発表し、募集が始まっている。ひとつの
プランでは、高度15キロで母船から乗客6人
を乗せた宇宙船を発射し、90秒で高度100キ
ロに到達、目下にひろがる地球を眺めなが
ら4分間の無重力体験ができる（画像提供・
ヴァージンギャラクティック社、協力・クラブ
ツーリズム・スペースツアーズ）
右：H-IIAロケット26号機によるはやぶさ2の
打ち上げ（©JAXA）
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宇
宙
は
国
際
的
空
間

宇
宙
空
間
で
の
仕
事
と
い
え
ど
も
、
地
上
で
の
作
業
と
同
じ
く
、
基
本
は
協
同
作
業
だ
。

特
殊
性
な
の
は
、
そ
の
作
業
が
実
施
さ
れ
る
場
所
が
一
般
の
社
会
と
の
往
来
が
一
定
期
間
不

可
能
に
な
る
空
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
地
上
で
も
人
里
離

れ
た
場
所
、
地
域
、
孤
立
し
た
環
境
で
作
業
を
お
こ
な
う
ケ
ー
ス
は
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
と

り
た
て
て
特
殊
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

南
極
に
お
け
る
越
冬
隊
の
場
合
な
ど
も
、
こ
れ
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
い

わ
ゆ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
が
、
宇
宙
の
場
合
に
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
多
国
籍
、
異

な
っ
た
言
語
、
文
化
的
背
景
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

宇
宙
開
発
の
歴
史
で
は
、
す
で
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
（
I
S
S
）
に
参
加
し

て
い
る
国
々
は
、
多
国
籍
の
人
び
と
に
よ
る
協
同
作
業
に
つ
い
て
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
火
星
探
査
や
月
面
基
地
な
ど
で
の
長
期
滞
在
に
向
け
て
の
「
集
団
生
活
」
に

か
か
わ
る
問
題
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
一
定
の
目
星
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
E
U
な
ど
は
、
I
S
S
以
前
か
ら
一
九
八
六
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
「
ミ
ー
ル
・
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
一
九
九
〇
年
代
に
「
協
同
飛
行
」
の
経
験
を
し
て

い
る
。
こ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
や
E
U
の
飛
行
士
は
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
ロ
シ
ア
の
飛
行
士
は

英
語
を
学
ん
だ
。

選
抜
に
あ
た
っ
て
の
資
質

一
九
八
〇
年
代
、
飛
行
士
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
の
資
質
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
乗
組
員
の
場
合
と
、
ロ
シ
ア
の
ミ
ー
ル・宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
と
は
微
妙
に
違
っ

て
い
た
。

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
は
使
用
言
語
は
英
語
で
、
最
大
二
週
間
程
度
の
宇
宙
滞
在
で
あ
り
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
「
こ
と
ば
」
が
存
在
し
た
よ
う
に
、
こ
の
肩
書
で

搭
乗
し
た
飛
行
士
は
宇
宙
滞
在
中
、
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
特
別
の
実
験
な
り
任
務
に
専
念

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。

火
星
ミ
ッ
シ
ョ
ン
要
員
の
条
件

宇宙農業 イモ尽くし 秋あ
き

山や
ま 
豊と

よ

寛ひ
ろ

　
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授

一
方
、
ロ
シ
ア
の
「
ミ
ー
ル
」
要
員
は
、
最
短
で
三
ヵ
月
、
通
常
は
半
年
、
場
合
に
よ
っ

て
は
一
年
に
も
お
よ
ぶ
長
期
滞
在
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
二
人
が
一
チ
ー
ム
で
、

ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ト
ル
の
よ
う
に
五
人
か
ら
七
人
と
い
う
多
人
数
で
は
な
い
。
二
人
は
実
験・

研
究
の
ほ
か
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
か
か
わ
る
作
業
も
お
こ
な
う
こ
と
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
た
。使
用
言
語
は
、基
本
的
に
は
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
ロ
シ
ア
語
さ
え
堪た
ん

能の
う

な
ら
困
難
は
小
さ
い
。
ロ
シ
ア
で
は
、

こ
の
二
人
の
組
み
合
わ
せ
は
「
相
性
」
を
「
基
本
」
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
。
チ
ー
ム

を
組
ん
だ
二
人
は
、
最
低
二
年
以
上
、
チ
ー
ム
と
し
て
地
上
で
訓
練
を
積
む
。

宇
宙
飛
行
士
も
人
間
で
あ
る

さ
て
、
今
後
の
宇
宙
開
発
、
し
か
も
火
星
や
月
面
と
い
う
場
所
で
の
長
期
滞
在
と
な
る
と
、

経
済
的
に
も
一
国
で
す
べ
て
を
賄ま
か
なう
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
国
際
的
協
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
る
。
現
在
I
S
S
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、英
語
と
ロ
シ
ア
語
が「
公
用
語
」

と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
は
、
宇
宙
飛
行
士
と

し
て
の
基
本
資
質
の
ほ
か
に
、
外
交
官
並
み
の
外
国
語
能
力
が
必
須
の
条
件
に
な
る
だ
ろ
う
。

か
つ
て
「
バ
イ
オ
ス
フ
ェ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
た
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

ミ
ニ
「
地
球
」
と
で
も
い
え
る
環
境
に
、
数
人
の
男
女
が
数
ヵ
月
な
い
し
数
年
に
わ
た
っ
て

外
界
に
出
る
こ
と
な
く
「
暮
ら
す
」
実
験
だ
。「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
よ
う
な
共
通
意
識
が
求

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
実
験
に
参
加
し
た
者
の
な
か
に
は
、
途
中
で
離
脱
し
た
者
も
い
た
と
い
う
。
人

生
経
験
の
不
足
か
言
語
能
力
の
不
足
が
原
因
だ
っ
た
可
能
性
も
さ
さ
や
か
れ
た
。

「
ミ
ー
ル
」
時
代
で
も
、
ア
メ
リ
カ
人
乗
組
員
と
ロ
シ
ア
人
乗
組
員
の
あ
い
だ
で
、
仕
事
に

対
す
る
姿
勢
な
い
し
「
文
化
」
的
な
背
景
の
違
い
か
ら
、
必
ず
し
も
充
分
な
「
協
同
作
業
」

と
は
い
か
な
い
状
況
も
発
生
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

仮
に
火
星
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
現
実
化
す
れ
ば
、
旅
程
も
含
め
数
年
間
の
異
空
間
滞
在
に

な
る
。「
お
互
い
に
プ
ロ
同
士
だ
か
ら
何
と
か
な
る
」
と
い
う
発
想
は
甘
い
だ
ろ
う
。
宇
宙

飛
行
士
と
い
っ
て
も
、
そ
の
性
格
は
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
人
間
だ
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
選
抜

と
と
も
に
、
そ
の
後
の
チ
ー
ム
づ
く
り
が
、
極
め
て
重
要
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
緊
急

事
態
、
予
想
外
の
状
況
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
は
、「
人
生
経
験
」
豊
富
な
人
物
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
人
間
洞
察
力
に
富
む
人
格
が
必
要
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
何
よ
り
も
、
語
学

力
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
基
本
に
な
る
。

山
やま

下
した

 雅
まさ

道
みち

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）
宇宙科学研究所名誉教授

火
星
で
の
農
業
構
想

火
星
で
今
で
も
生
き
て
い
る
微
生
物
を
掘
り
出
し
た
い
。
一
〇
〇
人
規
模
で
腰
を
据

え
た
火
星
生
命
探
査
を
す
す
め
る
時
代
に
む
け
て
、
排は
い

泄せ
つ

物ぶ
つ

や
非
可
食
バ
イ
オ
マ
ス
か

ら
肥
料
を
つ
く
り
食
料
、
酸
素
、
水
を
再
生
循
環
利
用
す
る
宇
宙
農
業
を
構
想
し
て
い
る
。

ヒ
ト
は
火
星
で
何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
宇
宙
農
業
で
の
作

物
種
を
選
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
。
頭
を
つ
か
い
動
き
回
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
も
と
に
な
る
デ
ン
プ
ン
な
ど
、
体
を
作
り
変
え
る
た
め
の
タ
ン
パ
ク
の
他
に
、
進
化

の
過
程
で
自
分
の
体
内
で
は
合
成
で
き
な
く
な
っ
た
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
食
物
か
ら
お
ぎ

な
う
必
要
が
あ
る
。

ヒ
ト
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
多
様
な
地
域
に
分
散
し
そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
し
た
。
気
候
が
温

暖
に
な
っ
た
一
万
年
前
に
は
農
業
革
命
が
お
こ
り
、
食
料
の
確
実
な
生
産
と
供
給
が
可

能
に
な
っ
た
。
長
期
間
保
存
の
で
き
る
穀
物
栽
培
の
発
明
が
そ
れ
に
続
く
。
宇
宙
で
は
、

必
要
な
広
さ
や
容
積
は
小
さ
い
ほ
う
が
よ
い
。
栽
培
面
積
（
多
毛
作
を
前
提
）
が
コ
ム
ギ

よ
り
狭
く
て
も
よ
い
コ
メ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
用
の
宇
宙
農
業
作
物
種
に
あ
げ
て
い
る
。

タ
ン
パ
ク
の
供
給
は
ダ
イ
ズ
で
き
ま
り
！　

カ
イ
コ
や
ド
ジ
ョ
ウ
か
ら
動
物
性
の
脂
質

を
摂
取
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
必
要
な
栽
培
面
積
を
み
る
と
、
イ
モ

類
の
ほ
う
が
コ
メ
よ
り
優
れ
て
お
り
、
置
き
換
え
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
種
芋
や

挿
し
木
で
増
や
せ
る
の
も
よ
い
。

サ
ツ
マ
イ
モ

現
在
地
球
の
ま
わ
り
を
回
っ
て
い
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
宇
宙
農
業
研
究

構
想
を
検
討
し
て
い
た
の
は
一
九
八
三
、
四
年
こ
ろ
で
あ
る
。
農
水
省
・
食
料
総
合
研
究

所
の
田
村
真
八
郎
所
長
（
当
時
）
は
、
日
本
人
の
主
食
を
コ
メ
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
に
転
換

す
る
構
想
も
あ
っ
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ブ
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
宇
宙
で
の
食
料
生
産
が

よ
い
と
し
た
。
葉
や
葉よ
う

柄へ
い

も
ヒ
ト
が
食
用
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品
種
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。
収
穫
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
中
の
可
食
部
分
の
割
合
は
作
物
種
の
な
か
で
格
段
に
高

い
。
た
だ
し
、
ゴ
ワ
ゴ
ワ
の
葉
や
蔓つ
る

は
ブ
タ
に
食
べ
さ
せ
て
上
質
の
食
料
に
変
換
す
る

の
が
よ
い
と
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
栽
培
面
積
が
少
な
く
と
も
よ
く
、
食
物
繊
維
も
豊

富
で
、
腸
内
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
活
動
を
活
発
に
し
、
ヒ
ト
の
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
。

上：「宇宙農業者第一号」（河本正光・相
模原市）によるサツマイモの収穫
右：栄養過不足なしの火星食材くみあ
わせ（コメ、ダイズ、サツマイモ、コマツ
ナ、カイコ、ドジョウ、塩、一人1日分）
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サ
ツ
マ
イ
モ
粉
に
加
工
す
れ
ば
、長
期
保
存
も
で
き
る
。火
星
で
作
っ
て
食
べ
る
ク
ッ
キ
ー

と
し
て
、
イ
モ
粉
・
オ
カ
ラ
・
コ
ウ
ジ
カ
ビ
で
コ
メ
か
ら
つ
く
っ
た
甘
酒
、
ゆ
で
た
カ
イ

コ
の
サ
ナ
ギ
に
イ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
て
ふ
ん
わ
り
焼
く
レ
シ
ピ
を
工
夫
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
食
物
繊
維
の
含
量
な
ど
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
に
か
な
わ
な
い
が
、
穀
物

の
よ
う
に
長
期
保
存
し
て
利
用
す
る
ア
ン
デ
ス
の
「
凍し

み
い
も
」
が
山
本
紀
夫
・
民
博

名
誉
教
授
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
S
F
小
説
『
火
星
の
人
』（
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ィ
ア
ー

著
）
で
は
、
火
星
に
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
た
植
物
学
者
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
し
て

危
機
を
乗
り
越
え
る
。
低
温
で
ほ
と
ん
ど
真
空
の
火
星
表
面
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
放
り
出

し
保
存
す
る
と
い
う
、
い
さ
さ
か
乱
暴
な
設
定
が
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
原
産

地
は
放
射
線
の
強
い
南
米
ア
ン
デ
ス
の
高
地
で
あ
る
。
火
星
探
査
で
は
宇
宙
放
射
線
被ひ

曝ば
く

の
健
康
影
響
が
大
き
な
課
題
な
の
で
、
子
育
て
が
終
わ
っ
た
ア
ン
デ
ス
の
お
母
さ
ん

を
リ
ク
ル
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
サ
バ

火
星
で
の
農
業
の
同
志
を
募
る
う
ち
に
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
た
ず
さ

え
て
応
え
る
声
が
あ
が
っ
た
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
南
米
原
産
で
、
奴
隷
貿
易
時
代
に
広
い

地
域
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
痩
せ
た
土
地
で
も
育
ち
、
し
か
も
有
毒
な
シ
ア
ン
化
合
物
を
含

み
野
生
動
物
に
よ
る
食
害
を
こ
う
む
ら
な
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
救
荒
食
と
し
て
も

す
ぐ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
に
は
奴
隷
貿
易
と
も
か
ら
み
愛
憎
入
り
乱
れ
る

キ
ャ
ッ
サ
バ
で
あ
る
。
肥
料
を
た
っ
ぷ
り
ほ
ど
こ
せ
ば
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
栽
培
必
要
面
積

は
サ
ツ
マ
イ
モ
に
遜
色
な
い
。

宇
宙
で
の
多
様
な
食
文
化

食
は
生
理
学
的
な
要
求
を
み
た
す
ば
か
り
で
な
く
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
宇
宙
で
の

厳
し
い
環
境
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
解
き
ほ
ぐ
す
の
に
役
立
つ
。
異
な
る
文
化
の
触
れ
合
い

は
宇
宙
探
査
を
ロ
バ
ス
ト
（
頑
健
）
な
も
の
に
す
る
。
一
〇
〇
年
後
の
火
星
で
の
食
や
農

業
に
思
い
を
馳は

せ
る
こ
と
は
、
地
球
の
今
直
面
す
る
問
題
解
決
へ
も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。日

本
の
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
、
炭
酸
ガ
ス
を
出
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
原
発
事
故
ま
で
の
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
原
子
力
の
燃
料
と
な
る

ウ
ラ
ン
は
一
度
輸
入
す
る
と
数
年
間
使
え
る
と
し
て
、
準
国
産
に
含
め
る
と
す
れ
ば
、
二

〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
電
気
の
需
要
増
に
対
し
て
、
発
電
時
に
炭
酸
ガ
ス
を
出
さ
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
原
発
依
存
で
対
応
し
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
い
た
。
実
際
は
、
原

発
稼
働
中
で
も
、
日
本
で
は
、
保
守
や
故
障
な
ど
で
設
備
利
用
率
は
六
〇
〜
七
〇
パ
ー
セ

ン
ト
と
国
際
的
に
み
て
も
低
く
、
電
力
需
要
の
増
加
に
対
し
て
は
、
他
の
電
力
源
の
利
用

が
増
え
て
い
た
。

原
発
が
止
ま
っ
て
か
ら
は
、
節
電
効
果
も
あ
り
、
自
給
率
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
、
原
発
だ
け
に
頼
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
固
定
価
格
買
取
制
度
で

積
極
的
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
太
陽
光
発
電
の
電
力
を
破
格
の
高

値
で
買
い
取
る
こ
と
に
な
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
太
陽
光
発
電
が
非
常
に

増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
発
電
量
が
増
え
す
ぎ
て
電
力
会
社
が
買
い
取
れ

な
く
な
り
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
太
陽
光
発
電
が
天
候
に
左
右
さ
れ
、
発
電

量
が
予
測
で
き
ず
、
そ
の
量
が
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
安
定
に

電
力
を
供
給
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
う
や
く
、
安
定
に
供
給
で
き
る
地
熱
発
電

の
ほ
か
、
海
に
設
置
さ
れ
る
洋
上
風
力
発
電
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
成
長
の
限
界
」
を
超
え
る

こ
の
よ
う
な
状
況
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、宇
宙
太
陽
光
発
電
（
S
S
P
S
）
で
あ
る
。

放
送
衛
星
や
通
信
衛
星
と
同
じ
静
止
軌
道
に
、
巨
大
な
太
陽
電
池
を
置
い
て
発
電
し
、
マ

イ
ク
ロ
波
と
い
う
電
波
で
、
電
力
を
地
上
に
送
ろ
う
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
一
九
六
八
年

に
米
国
の
ピ
ー
タ
ー
・
グ
レ
イ
ザ
ー
氏
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。

地
球
か
ら
は
同
じ
方
向
に
衛
星
が
見
え
る
の
で
、
常
に
地
球
上
の
受
電
場
所
に
向
か
っ

て
電
力
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
宇
宙
に
あ
る
の
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
大
気
に
よ

る
損
失
も
な
く
、
二
十
四
時
間
、
安
定
し
て
電
気
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
原
子
力

発
電
と
同
じ
く
基
幹
（
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
）
電
源
と
な
る
。
し
か
も
発
電
時
に
は
炭
酸
ガ
ス

は
排
出
し
な
い
。
打
ち
上
げ
時
や
太
陽
電
池
な
ど
を
作
る
と
き
に
炭
酸
ガ
ス
を
出
す
が
、

そ
れ
を
勘
案
し
て
も
原
発
と
同
程
度
以
下
の
ク
リ
ー
ン
な
電
源
と
な
る
。
S
S
P
S
か

宇
宙
か
ら
電
波
で
電
力
を
送
る

橋は
し

本も
と 

弘こ
う

藏ぞ
う

　
京
都
大
学
名
誉
教
授

上：アンデスの凍みいも（チューニョ）づくり（撮影・山本紀夫）
左：宇宙にもっとも近いアンデスのジャガイモ（撮影・山本紀夫）

宇宙農業で候補の作物種の比較

作物種 収量 播種 -収穫期間 エネルギー含量 エネルギー栽培所要面積 タンパク含量 タンパク栽培面積 継世代様式

2000kcal/day 60g protein/day

kg/1000㎡ month kcal/100g ㎡ g/100g ㎡

コメ 526 4 356 130 6.8 204 風媒

コムギ 280 7 337 451 10.6 430 風媒

ダイズ 367 3.5 417 139 35.3 49 虫媒

ジャガイモ 3000 3 76 80 1.6 114 栄養生殖

サツマイモ 3180 5 150 64 0.9 319 栄養生殖

キャッサバ 7000 11 160 60 1.4 205 挿し木

ナイジェリアのラ
テライトの土に育
つキャッサバ
（宇宙医学研究者・ 
P. ジェマンツェ）

必要なエネルギー量を満たすための栽培（多毛作）面積を比較すると、コムギよりコメがよいが、イモは栽培面積がさらに少なくてすむ。
数を増やすのに風の必要なコメ、コムギよりも、種芋や挿し木で増やせるイモ、キャッサバの方が有利。タンパクをとるにはダイズが優れている。

JAXA（宇宙航空研究開発機構）による
宇宙太陽発電衛星の基準モデル
（JAXA2004年型）
©JAXA

上下2枚の反射鏡（一次ミラー）で太
陽光を集め、太陽電池（上下2枚、上
面はオレンジ色であらわされてい
る）で発電する。
これを中央部で、マイクロ波に変換
しアンテナから地球へ電気を送る

主要寸法

一次ミラー：2.5km×3.5km
　100～300g/㎡→片側1000ton
発電部：φ1.25km（集光倍率4倍）
　波長選択膜を使用
送電部：φ1.8km
　レクテナ直径：2.74km
総質量：10,000ton
マイクロ波周波数：5.8GHz

特徴

発電部と送電部を分離（構造的には
独立）して排熱面を確保する。
反射鏡は発電部と送電部とは独
立、編隊飛行するものとする。
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ら
の
電
源
を
使
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
排
出
量
は
減
る
。

S
S
P
S
か
ら
は
、
直
径
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
巨
大
な
ア
ン
テ
ナ
で
送
電
し
、

地
上
で
直
径
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
の
ア
ン
テ
ナ
（「
レ
ク
テ
ナ
」
と
よ
ば
れ
直
接
直
流
に
変
え

る
）
で
受
電
し
、
電
気
を
取
り
出
す
。
そ
の
結
果
、
赤
道
上
空
三
万
六
〇
〇
〇
キ
ロ
の
遠

方
の
静
止
軌
道
に
も
関
わ
ら
ず
、
送
っ
た
電
力
の
九
割
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
上

に
届
く
電
波
は
、
安
全
性
に
配
慮
し
て
強
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
、
ア
ン
テ
ナ
の
面

積
が
広
く
な
る
。
一
つ
の
衛
星
で
、
原
発
一
基
と
同
程
度
の
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
、ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
に
よ
る『
成
長
の
限
界
』

で
は
、
人
口
、
工
業
生
産
、
汚
染
、
食
糧
生
産
、
資
源
利
用
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
、
地
球

上
の
成
長
は
限
界
に
達
し
、
減
少
に
突
然
陥
る
と
結
論
付
け
た
（
一
九
九
二
年
と
二
〇
〇
五

年
に
、
同
じ
著
者
に
よ
る
第
二
、
三
作
が
出
て
い
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
S
S
P
S
は
、
宇
宙

に
出
て
行
こ
う
と
い
う
計
画
で
、
成
長
の
限
界
を
超
え
ら
れ
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
。

S
u
i
c
a
や
I
c
o
c
a
も

電
波
で
電
力
を
送
る
こ
と
は
、
じ
つ
は
身
近
に
な
っ
て
い
る
。
電
車
に
乗
る
と
き
に
多

く
の
方
が
使
わ
れ
て
い
る
S
u
i
c
a
や
I
c
o
c
a
と
い
っ
た
交
通
系
I
C
カ
ー
ド

で
使
わ
れ
て
い
る
技
術
で
あ
る
。
自
動
改
札
機
か
ら
カ
ー
ド
に
電
気
を
送
り
、
カ
ー
ド
内

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
動
作
さ
せ
て
い
る
。
電
池
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
交
換
の
必
要
が

な
い
。
最
近
で
は
、
置
く
だ
け
で
携
帯
を
充
電
す
る
こ
と
か
ら
、
電
気
自
動
車
の
充
電
な

ど
、
近
距
離
の
非
接
触
電
力
伝
送
技
術
は
、
急
速
に
幅
広
い
応
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

よ
り
長
い
距
離
に
送
れ
る
マ
イ
ク
ロ
波
電
力
伝
送
の
地
上
応
用
も
、
研
究
開
発
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

S
S
P
S
に
つ
な
が
る
技
術
で
は
、
今
年
度
（
平
成
二
六
年
度
）
の
終
わ
り
に
、
千
ワ
ッ

ト
級
の
電
力
を
五
〇
メ
ー
タ
ー
送
電
す
る
地
上
実
証
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

人
工
衛
星
を
用
い
た
軌
道
上
実
証
を
お
こ
な
い
、
中
規
模
の
も
の
を
経
て
本
格
的
な

S
S
P
S
が
実
現
す
る
の
は
、
三
〇
年
後
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
S
S
P
S
に
関
す
る
研

究
者
の
情
報
交
換
を
お
こ
な
っ
て
き
た
太
陽
発
電
衛
星
研
究
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
研

究
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
実
現
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
に
は

松
本
紘
前
京
都
大
学
総
長
を
会
長
と
す
る
宇
宙
太
陽
発
電
学
会
を
発
足
さ
せ
た
。

探
検は

る
か
な
る
未
踏
の
大
地
へ
の
憧
れ
、
大
海
原
の
向

こ
う
、
大
空
、
そ
し
て
宇
宙
へ
の
夢
。
冒
険
好
き
な
少

年
少
女
に
と
っ
て
庭
や
公
園
か
ら
始
ま
っ
た
探
険
は
、

想
像
の
世
界
で
究
極
的
に
宇
宙
探
検
へ
行
き
つ
く
。
無

論
、
遠
い
外
国
の
秘
境
や
宇
宙
に
は
行
け
ず
地
図
や
写

真
を
眺
め
て
た
め
息
を
つ
く
。
考
え
て
み
る
が
よ
い
。

そ
れ
ら
は
先
人
が
実
際
に
探
険
し
て
獲
得
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
。
し
か
し
、
今
や
人
工
衛
星

の
画
像
デ
ー
タ
を
誰
も
が
容
易
に
眺
め
て
世
界
中
の
秘

境
を
上
空
か
ら
自
由
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
探
検

と
は
、
使
い
う
る
す
べ
て
の
手
段
を
投
じ
て
情
報
を
集

め
、
世
界
の
地
図
を
拡
げ
る
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

高
次
元
宇
宙
は
あ
る
か
？

人
間
の
限
界
を
超
え
て
「
観
る
」

我
々
物
理
学
者
は
何
を
目
指
し
て
い
る
か
。
鋭
利
な

刃
物
と
し
て
の
科
学
を
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
利
用
し
て
、

肉
体
の
感
覚
器
官
を
超
越
し
た
世
界
認
識
を
切
り
拡

げ
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
地
図
を
作
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
原
子
を
肉
眼
で
観
た
者
は
無
論
、
い
な
い
。
だ
が
、

あ
る
種
の
顕
微
鏡
を
用
い
て
我
々
は
原
子
の
姿
か
た
ち

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
子
核
の
発

見
で
有
名
な
、
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
（
一
八
七
一
―
一
九
三
七
）

は
粒
子
の
散
乱
現
象
を
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
で
、

原
子
の
内
部
に
原
子
核
を
「
観
た
」。
逆
に
、
は
る
か

宇
宙
の
彼
方
を
望
遠
鏡
で
観
測
す
る
こ
と
で
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
ご
く
初
期
の
こ
ろ
の
宇
宙
の
姿
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
釈
迦
の
手
の
う
ち

の
孫
悟
空
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

人
間
の
足
で
世
界
を
探
検
す
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
地
球
の
近
傍
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
原
子
な
ど
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
へ
の
旅
も
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
我
々
の
知
識
は
、
そ
ん
な
人
間
の
限
界
を

悠
々
と
超
え
て
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
最
前
線
で
道
を

切
り
拓
い
て
い
る
の
が
我
々
、
実
験
物
理
学
者
で
あ
る
。

「
あ
っ
ち
の
方
を
見
て
み
る
が
よ
い
」
と
予
想
を
立
て

て
指
示
し
、
前
線
の
報
告
を
聞
い
て
地
図
を
取
り
纏ま
と

め

る
の
が
理
論
物
理
学
者
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
探
し
て
、

新
大
陸
を
発
見
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
外
れ
も
多
い
。

だ
が
、「
探
し
た
場
所
に
は
大
陸
は
な
い
」
と
い
う
重

要
な
情
報
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

究
極
の
探
検

僕
自
身
は
何
を
探
し
て
い
る
か
。
じ
つ
は
、
学
生
時

代
は
京
大
山
岳
部
で
過
ご
し
た
の
だ
が
、
元
々
は
探
検

部
に
も
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
究
極
の
探
検

は
物
理
学
研
究
で
あ
る
、
と
あ
る
と
き
に
気
づ
い
た
。

大
学
院
を
出
て
ア
メ
リ
カ
で
ポ
ス
ド
ク
を
や
っ
て
い
た

こ
ろ
は
現
在
の
素
粒
子
、
つ
ま
り
ク
ォ
ー
ク
に
さ
ら
に

内
部
構
造
が
な
い
か
を
探
し
て
い
た
。
現
在
は
、
宇
宙

の
さ
ら
に
外
側
、
つ
ま
り
異
次
元
の
世
界
を
探
し
て
い

る
。
我
々
は
空
間
が
縦
・
横
・
高
さ
の
三
次
元
だ
と
固

く
信
じ
て
い
る
。
我
々
の
身
体
感
覚
と
矛
盾
が
な
い
か

ら
だ
。じ
つ
は
、素
粒
子
か
ら
宇
宙
ま
で
あ
ら
ゆ
る
実
験・

観
測
結
果
も
、
我
々
の
宇
宙
は
三
次
元
空
間
で
あ
る
こ

と
を
強
く
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド

は
解
像
度
の
高
い
観
察
を
お
こ
な
い
、
原
子
の
大
き
さ

の
わ
ず
か
一
〇
万
分
の
一
の
小
さ
な
原
子
核
を
発
見
し
、

原
子
は
特
別
な
場
所
の
な
い
、
均
質
な
物
質
で
充
て
ん

さ
れ
た
物
体
だ
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
し
た
。

空
間
も
、
現
在
で
は
じ
つ
は
非
常
に
小
さ
い
四
次
元
以

上
の
高
次
元
空
間
を
伴
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
、

物
理
学
者
は
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
実
験
事

実
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

地
図
を
よ
く
眺
め
て
い
る
と
、
そ
こ
に
は
何
か
あ
る
は

ず
だ
、
と
い
う
予
想
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

万
有
引
力
の
法
則
の
ズ
レ

四
次
元
以
上
の
空
間
を
余
剰
次
元
と
よ
ぶ
。
余
剰
次

元
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
有
名
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有

引
力
の
法
則
が
観
測
と
ず
れ
て
く
る
は
ず
と
予
測
で
き

る
。
こ
の
法
則
自
身
、
空
間
が
三
次
元
で
あ
る
こ
と
を

仮
定
し
て
導
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鉛
筆
と
消
し

ゴ
ム
の
あ
い
だ
に
も
重
力
は
は
た
ら
く
は
ず
だ
が
、我
々

は
そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。
弱
す
ぎ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
非
常
に
微
弱
な
力
を
計
測
す
る
実
験
装
置

を
僕
が
発
明
し
、
例
え
ば
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
芯
同

士
に
は
た
ら
く
重
力
も
計
測
で
き
る
様
に
な
っ
て
き
た
。

髪
の
毛
の
太
さ
程
度
の
距
離
で
万
有
引
力
の
法
則
が
ず

れ
て
く
る
、
と
理
論
的
に
は
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

実
験
を
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
て
一
〇
年
に
な
る
が
、
よ
う

や
く
、
そ
の
精
度
に
達
し
つ
つ
あ
る
。
余
剰
次
元
は
あ

る
の
か
、
な
い
の
か
。
我
々
の
宇
宙
自
身
が
、
高
次
元

宇
宙
に
浮
か
ぶ
一
物
体
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
僕
は
そ
ん

な
冒
険
を
、
毎
日
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
続
け
て
い
る
。

村む
ら

田た 

次じ

郎ろ
う

　
立
教
大
学
教
授

上の装置の内部で、ミリメートル距離での重力のセンサー部分。円筒
部分の直径8センチメートル（Newton-IVh 2014 立教大学）

ミリメートル距離での重力の観測装置と開発した大学院生
たち（Newton-IVh 2014 立教大学）
上列右より　村田次郎、齋場俊太郎
下列右より　二宮一史、村上遥菜、作田友美

我々の3次元の世界の外側には余剰次元が広がってい
るかもしれない。万有引力の法則は3次元空間でだけ
成り立つので、実験と合わなくなるかもしれない
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集めてみました世界の

　寒い日に手放せないのが暖かい手袋。
　毛皮、革、毛糸、布、ゴムなど材質はさまざまで、手指が5本にわか
れているもの、ミトン型で親指だけがわかれているもの、袋や筒状のも
のなど形もさまざまである。
　手袋は防寒のためだけではない。防具、滑り止め、安全具、汚れよ
け、日焼け対策などさまざまな機能をもつ。でもどれもおしゃれ感覚をもっ
て身につけられる点は共通する。かわいい顔、すました顔、いかつい顔、
いろいろな顔をした手袋たちをお楽しみください。

佐
さ

々
さ

木
き

 史
し

郎
ろう

　民博 先端人類科学研究部

※寸法の単位はセンチメートルです。

アメリカ合衆国
アメリカ先住民の手袋。頭に羽根飾りをつけ、
馬に乗っている男性がビーズで描かれている。
L38  x W26

H0075414

カナダ
イヌイットの人びとの男女
兼用の手袋（ミトン）。カリ
ブーの皮で作られている。
男性は狩猟の際、女性は
スノーモービルに乗る際に
使用する。
L34  x W25

H0228035

タイ
ムエタイの練習の際に付けられるグローブ。
バンコクのルンピニースタジアムの前チャンピ
オンのサイン入り。３月１９日リニューアルの東
南アジア展示場にて公開予定。
L29  x W13.5  x D29

H0275312

インド
ヒンドゥー教徒の礼拝用手袋。
司祭などがこれを手にはめて、な
かで数珠をくる。装飾には金糸
が多く使われている。グジャラー
ト州のもの。
L31  x W32

H0238001

イギリス
スコットランドのものと推定される。
模様は赤と生成りの編み込み。
L24  x W13

H0233433

日本（青森県）
指の部分のない布製の手袋。
手覆（ておおい）などともいう。
L18  x W11

H0015708

コンゴ民主共和国
クバ王国の摂政のもの。儀礼用の衣装のひとつ。
ビーズやタカラガイが縫いつけられている。
L31  x W12  x D7.1

H0179292

エジプト
女性用。日差しを避けるためだけでなく、
ムスリムの女性として肌の露出を抑える
ために身につけられる。
L32  x W8.3

H0228984

中国
陝西省、漢族の子ども用。猫の顔
の模様が縫いつけられている。
L13  x W9

H0170484

ロシア
ハバロフスク地方、ナーナ
イの人びとの手袋。厚手で、
カラフルな刺繍が施してある。
L26  x W15

H0173258
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●
展
示
ガ
イ
ド
更
新
の
お
知
ら
せ

2
0
1
4
年
3
月
に
新
し
く
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
展
示
の
展
示
ガ

イ
ド
更
新
版
が
完
成
し
ま
し
た
。
展
示
ガ
イ
ド（
バ
イ
ン
ダ
ー
形

式
）を
お
持
ち
の
方
に
は
、
無
料
で
差
し
替
え
分
を
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

会
場　

本
館
講
堂

定
員　

4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/

電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）

みんぱくフェイスブック　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくツイッター　http://twitter.com/MINPAKUofficial

展
示
場
新
構
築
の
お
知
ら
せ

南
ア
ジ
ア
展
示
・
東
南
ア
ジ
ア
展
示
が

3
月
19
日
（
木
）
新
オ
ー
プ
ン
！

み
ん
ぱ
く
で
は
、
す
べ
て
の
展
示
場
を
順
次
、

刷
新
し
て
い
く
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

南
ア
ジ
ア
展
示

南
ア
ジ
ア
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
や
文
化
、
社
会
集
団
が
共

存
し
あ
う
知
恵
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
信
仰

や
く
ら
し
の
技
の
多
様
性
、
独
特
の
発
展
を

見
せ
る
大
衆
文
化
や
染
織
文
化
の
展
示
を
と

お
し
て
、
躍
動
す
る
南
ア
ジ
ア
の
姿
を

紹
介
し
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
展
示

起
源
を
異
に
す
る
民
族
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

ス
タ
イ
ル
で
く
ら
す
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
民

族
や
文
化
が
入
り
組
み
、
異
種
混
淆
（
い

し
ゅ
こ
ん
こ
う
）
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。「
東
南
ア
ジ
ア
の
１
日
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
そ
の
多
彩
な
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

2
月
21
日（
土
）9
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　

2
月
22
日（
日
）9
時
30
分
〜
17
時
30
分

会
場　

本
館
第
4
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
50
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
バ
ー
ズ

「
点
字
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

目
で
読
む
文
字
か
ら
手
で
読
む
文
字
へ
。
点
字
で

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

2
月
14
日（
土
）12
時
〜
15
時
30
分

　
　
　

3
月
14
日（
土
）12
時
〜
15
時
30
分

会
場　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
参
加
無
料
、
当
日
受
付

「
西
ア
フ
リ
カ
の
昔
話
を
語
る
」

素
朴
で
ど
こ
か
な
つ
か
し
い
西
ア
フ
リ
カ
の
昔
話
を

お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

3
月
8
日（
日
）11
時
30
分
〜
12
時

会
場　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

公
開
講
演
会

「
い
や
し
旅
の
ウ
ラ
？
表
？

―
現
代
ア
ジ
ア

ツ
ー
リ
ズ
ム
考
」

「
ケ
ア
」
や
「
癒
や
し
」
を
目
的
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
現
状
の
一
端
を
講
演
者
の

現
地
で
の
研
究
に
基
づ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

3
月
20
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時
45
分

　
　
　
（
開
場
17
時
30
分
）

会
場　

オ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　
（
大
阪
市
北
区
梅
田
3
ー
4
ー
5

　
　
　

毎
日
新
聞
社
ビ
ル
Ｂ
1
）

※
参
加
無
料
、
要
事
前
申
込
、
参
加
証
必
要

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

本
館　

研
究
協
力
係

電
話　

0
6
･
6
8
7
8
･
8
2
0
9

み
ん
ぱ
く
創
設
40
周
年
記
念  
カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー

「
地
球
探
究
紀
行
」

昨
年
10
月
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
、
参
加

し
や
す
い
ス
タ
イ
ル
で
後
期
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
も
う
ひ
と
り
の
息
子
」

湾
岸
戦
争
の
混
乱
の
中
で
赤
ん
坊
を
取
り
違
え
ら

れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
一
家
の
動

揺
と
葛
藤
を
描
き
ま
す
。

日
時　

2
月
28
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
開
場
13
時
）

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
要
展
示
観
覧
券

※
当
日
11
時
30
分
よ
り
ナ
ビ
ひ
ろ
ば
に
て
、
菅
瀬
晶

子
（
本
館
助
教
）
が
、
本
作
品
鑑
賞
の
参
考
と
な
る

映
画
の
中
で
描
か
れ
て
き
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て

の
解
説
を
実
施
予
定
で
す
。

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
紛
争
地
の
文
化
遺
産
と
博
物
館
」

現
地
の
人
び
と
に
よ
る
遺
産
継
承
と
い
う
視
点
か
ら
、

博
物
館
と
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
ら
た
な
関
係
を

構
築
す
る
方
法
を
考
え
ま
す
。

日
時　

2
月
7
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
20
分

会
場　

本
館
第
4
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
60
名
）

※
参
加
無
料
、
要
事
前
申
込

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

cultural_heritag
e@

id
c.m

inp
aku.ac.jp

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
持
続
可
能
な
I
P
M
に
向
け
て

―
博
物
館
環
境
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
を
考
え
る
」

博
物
館
の
環
境
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
膨
大
な
デ
ー

タ
の
効
率
的
・
長
期
的
視
点
で
の
分
析
手
法
に
つ
い

て
保
存
科
学
者
、
学
芸
員
が
と
も
に
考
え
ま
す
。

日
時　

2
月
20
日（
金
）13
時
30
分
〜
18
時

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
50
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
し
い
博
物
館
・
博
物
館
学

の
展
望
」

各
国
の
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
背
景
に
即
し

て
、 

発
展
、
成
熟
す
る
博
物
館
研
究
と
そ
の
実
践
事

例
を
共
有
し
、 

ア
ジ
ア
独
自
の
博
物
館
・
博
物
館
学

の
あ
り
か
た
を
議
論
し
ま
す
。

し
た
。
総
勢
18
人
の
研
究
者
が
驚
き
と
感
動
を
お

届
け
し
ま
す
。
世
界
の
文
化
の
〝
奥
深
く
〞
へ
ご
一

緒
に
ど
う
ぞ
。

時
間　

13
時
〜
14
時
30
分

会
場　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
「
ス
ペ
ー
ス
9
」

※
要
事
前
申
込
（
参
加
状
況
に
よ
り
当
日
受
付
あ

り
）、
参
加
費
各
回
１
0
0
0
円

主
催　

産
経
新
聞
社

特
別
協
力　

国
立
民
族
学
博
物
館
、
千
里
文
化
財
団

2
月
4
日（
水
） 

マ
レ
ー
シ
ア
の
自
然
と
生
き
る
人
び
と

講
師　

信
田
敏
宏
（
本
館 

教
授
）

2
月
18
日（
水
） 

聖
地
に
生
き
る

―
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

講
師　

菅
瀬
晶
子
（
本
館 

助
教
）

2
月
25
日（
水
） 

ネ
パ
ー
ル
の
今
と
昔

―
1
9
8
2
年
の
映
像
か
ら

講
師　

南
真
木
人
（
本
館 

准
教
授
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

ウ
ェ
ー
ブ
産
経
カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー
係

0
6
・
6
6
3
3
･
9
0
8
7

●
南
ア
ジ
ア・
東
南
ア
ジ
ア
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
お
知
ら
せ

展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
2
0
1
5
年

3
月
18
日（
水
）ま
で
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
展
示

場
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

●
施
設
一
部
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

講
堂
地
下
休
憩
所「
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
」が
改
修
工

事
の
た
め
、
2
0
1
5
年
3
月
5
日（
木
）〜
3
月

18
日（
水
）ま
で
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

●
休
館
日
の
お
知
ら
せ

2
月
11
日（
水
）は
祝
日
の
た
め
、
開
館
い
た
し
ま
す
。

翌
2
月
12
日（
木
）は
休
館
い
た
し
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17

時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

第
4
4
0
回　

3
月
7
日（
土
）14
時
〜
15
時

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

い
ま
、
焼
畑
を
考
え
る

―
自
然
破
壊
か
、
そ
れ
と
も
共
生
か

講
師　

池
谷
和
信
（
本
館 

教
授
）

熱
帯
で
は
環
境
へ
の
負
荷
が
指
摘
さ
れ
る
焼
畑
農
耕
。
一
方
で
そ

の
営
み
は
、
自
然
の
循
環
に
寄
り
添
っ
た
農
業
形
態
と
し
て
見
直

さ
れ
る
傾
向
に
も
あ
り
ま
す
。
人
類
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、

熱
帯
を
中
心
に
、
世
界
の
広
範
な
地
域
で
営
ま
れ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
現
在
に
お
い
て
も
、
ア
マ
ゾ
ン
、
東
南
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
日
本
の
一
部
の
山
村
で
継
続
的
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
生
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
本
講
演
会
で
は
、
世
界
各
地
お

よ
び
日
本
に
お
け
る
焼
畑
の
事
例
を
紹
介
し
、
焼
畑
を
通
し
て
人

と
自
然
の
向
き
合
い
方
を
考
え
、
私
た
ち
の
未
来
を
展
望
し
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
日
本
の
文
化
展
示
場
内
の
生
業
資
料
を
中
心

に
見
学
会
を
お
こ
な
い
ま
す
（
1
時
間
程
度
）。

【
シ
リ
ー
ズ「
世
界
の
食
文
化（
仮
）」
が
は
じ
ま
り
ま
す
】

食
文
化
研
究
の
課
題
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
食
に
関
す
る
人
類

の
知
恵
や
知
識
を
探
る
新
企
画
で
す
。

第
4
4
1
回　

4
月
4
日（
土
）14
時
〜
15
時
10
分（
予
定
）

会
場　

本
館
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

世
界
の
食
文
化
①

つ
く
ら
れ
る
地
域
の
食

―
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
発
祥
の
地
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
考
え
る

講
師　

宇
田
川
妙
子
（
本
館 

准
教
授
）

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式
の
茶
話

会
を
開
催
し
ま
す
（
1
時
間
程
度
）。

東
京
講
演
会

会
場　

モ
ン
ベ
ル
渋
谷
店
5
F
サ
ロ
ン

定
員　

60
名
（
要
事
前
申
込
）

第
1
1
1
回　

4
月
11
日
（
土
）
13
時
半
〜
15
時

「
氷
の
島
」
に
生
き
る
人
び
と

―
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
文
化
と
歴
史

講
師　

岸
上
伸
啓
（
本
館 

教
授
）

※
一
般
の
方
も
参
加
可
能
で
す
﹇
参
加
費
5
0
0
円
﹈

※
講
演
会
終
了
後
、
会
場
を
移
動
し
て
、
関
連
す
る
展
覧
会
「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」
の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

刊行物紹介

■分藤大翼・川瀬慈・村尾静二 編著
『フィールド映像術 （FENICS 100万人

のフィールドワーカーシリーズ15）』
古今書院
2,80 0円 （税抜）

今日、あらゆる学問
分野のフィールド
ワークの現場におい
て、映像が活用され
て い る。本 書 は、
フィールドワークに
おける撮影の方法論、

映像の活用法、さらには、映像の一般公開を
通した新たな研究の展開など、映像を用いた
学術調査の魅力と可能性を幅広く紹介する。

※国立民族学博物館ミュージアム・ショップの記事は、表紙うらに移りました。

第
4
4
1
回　

2
月
21
日（
土
）

遊
牧
の
起
源

―
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
豚
と
人
の
か
か
わ
り

講
師　

池
谷
和
信（
本
館 

教
授
）

遊
牧
は
、モ
ン
ゴ
ル
や
西
ア
ジ
ア
や

東
ア
フ
リ
カ
な
ど
乾
燥
帯
を
中
心

に
み
ら
れ
る
人
類
の
生
活
様
式
の
一

つ
で
あ
り
、そ
の
起
源
が
議
論
さ
れ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
こ
で
は
、

ガ
ン
ジ
ス
川
下
流
部
の
ベ
ン
ガ
ル
デ

ル
タ
に
お
け
る
湿
潤
帯
の
豚
遊
牧

の
実
際
を
紹
介
し
、そ
の
起
源
に
関

す
る
新
た
な
説
を
提
示
し
ま
す
。

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン
　

研
究
者
と
話
そ
う

時
間　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）

本
館
の
研
究
者
が
来
館
さ
れ
た
皆
様
の
前
に
登
場
し
ま
す
！

「
研
究
に
つ
い
て
」「
調
査
し
て
い
る
地
域
（
国
）
の
最
新
情
報
」「
展
示

資
料
に
つ
い
て
」
な
ど
、
話
題
や
内
容
は
実
に
多
彩
。

2
月
1
日（
日
）　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

「
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ
ン
・
プ
レ
イ
ス
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
実
践

話
者　

鈴
木
七
美
（
本
館 

教
授
）

2
月
8
日（
日
）　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

モ
ノ
か
ら
組
織
を
考
え
る

―
展
示
を
見
る
一
つ
の
視
点

話
者　

出
口
正
之
（
本
館 

教
授
）

2
月
15
日（
日
）　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
の
聖
獣
バ
ロ
ン
と
魔
女
ラ
ン
ダ
の
い

る
暮
ら
し

―
宗
教
儀
礼
か
ら
観
光
シ
ョ
ー
ま
で

話
者　

吉
田
ゆ
か
子
（
本
館 

機
関
研
究
員
）

2
月
22
日（
日
）　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

音
楽
展
示
の
楽
し
み
方

話
者　

寺
田
𠮷
孝
（
本
館 

教
授
）

牧夫に管理される古来種の豚の
群れ

■近藤雅樹追悼企画実行委員会 発行
『魅せる！超フォークロア
―近藤雅樹ワールドの探検』

神戸新聞総合出版
センター
2,30 0円 （税抜）

新たな民俗学の地
平へ。渋沢敬三・
妖怪・霊感・博物
館・民具……。多
彩なジャンルに挑
んだ研究者の足跡。

斬新な発想で民俗学をリードしてきた故・
近藤雅樹民博教授の追悼本。総勢50余名
の研究者が語る多岐多彩な業績。

バリの魔女ランダ
リトゥ・クマール
デザインの婚礼衣装

■庄司博史 編
『世界の文字事典』
丸善出版　10,0 0 0円 （税抜）

世界の表音文字言
語の読み方事典。言
語の知識がなくて
も文字を声に出し
て読み、カタカナに
転写する方法をわ
かりやすく解説す
る。収録された約80
の現代語は世界の

ほとんどの公用語をカバー。おもな古代文
字や文字の系譜も紹介する。
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無
形
文
化
遺
産
と
音
楽
研
究

福ふ
く

岡お
か 

正し
ょ
う

太た 

　
民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

伝
統
の
消
滅
を
憂
う

二
〇
世
紀
、
世
界
中
の
音
楽
が
大

き
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ
始
め
た
。
音

楽
は
常
に
変
化
す
る
と
考
え
て
き
た

民
族
音
楽
学
者
に
と
っ
て
、
も
し
も

あ
る
音
楽
が
消
え
て
し
ま
っ
て
も
い

た
し
か
た
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
多
く
の
研
究

者
が
、
伝
統
的
な
音
楽
の
衰
退
を
憂

え
た
。
音
楽
の
変
化
が
あ
ま
り
に
も

大
き
く
、
急
速
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
代
わ
り
に
隆
盛
し
た
の
が
西
洋

音
楽
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
商
業

的
音
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由

の
一
端
で
あ
る
。
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人

の
学
者
は
、
二
〇
世
紀
前
半
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
広
く
支
持
さ
れ
て
発
展

し
た
ク
ロ
ン
チ
ョ
ン
と
い
う
音
楽
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
び
と
自
ら
の
芸

術
か
ら
遠
ざ
か
る
原
因
で
あ
る
と
非

難
し
た
。
彼
に
と
っ
て
ク
ロ
ン
チ
ョ

ン
は
、
欧
米
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を

ま
ね
た
く
だ
ら
な
い
音
楽
と
映
っ
た

の
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
後
半
に
は
、
こ
う
し

た
見
方
に
対
す
る
反
対
も
起
こ
っ

た
。
西
洋
の
研
究
者
は
、
西
洋
と
非

西
洋
の
伝
統
の
折
衷
を
必
要
以
上
に

さ
げ
す
ん
で
い
る
と
い
う
批
判
で
あ

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
び
と
が
ク

ロ
ン
チ
ョ
ン
に
夢
中
に
な
っ
た
の
は
、

個
々
の
民
族
集
団
の
伝
統
と
は
異
な

る
も
の
を
も
っ
て
お
り
、
多
様
な
人

び
と
が
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
の
名
の

も
と
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
新
し

い
音
楽
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
う
考
え

れ
ば
、
ク
ロ
ン
チ
ョ
ン
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
に
と
っ
て
重
要
な
音
楽
だ
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
、
こ
の

音
楽
は
「
伝
統
音
楽
」
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

事
者
が
判
断
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
点
が
、
か
つ
て
と
は

異
な
る
。

世
界
に
は
、
欧
米
諸
国
の
圧
倒
的

な
力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
現
代

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
自
分
た

ち
の
伝
統
を
捨
て
去
る
べ
き
だ
と
考

え
て
き
た
人
び
と
も
い
る
。
そ
う
し

た
人
び
と
の
な
か
で
も
、
自
分
た
ち

の
音
楽
に
再
び
目
を
向
け
、
誇
る
べ

き
も
の
と
し
て
伝
え
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
か

つ
て
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
自
分
た

ち
の
周
り
に
あ
っ
た
も
の
が
消
え
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
も
、
こ
う

し
た
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

研
究
者
の
役
割

民
族
音
楽
学
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
音

楽
の
伝
承
の
過
程

に
つ
い
て
の
研
究

を
蓄
積
し
て
き
た
。

民
族
音
楽
学
者
は

そ
の
経
験
を
生
か

し
、
無
形
文
化
遺

産
保
護
条
約
の
形

成
や
運
用
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
条
約
の
採
択
に
先

駆
け
て
実
施
さ
れ
た
「
人
類
の
口
承

及
び
無
形
遺
産
に
関
す
る
傑
作
の
宣

言
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
専
門

機
関
と
し
て
他
の
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
よ
り

も
多
く
の
提
案
の
評
価
に
か
か
わ
っ

た
の
は
、
民
族
音
楽
学
者
の
集
ま
り

で
あ
る
国
際
伝
統
音
楽
学
会
だ
っ
た
。

元
会
長
で
あ
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
シ
ー

ガ
ー
は
、
そ
の
評
価
の
過
程
に
つ
い

て
の
報
告
を
著
し
て
い
る
。

無
形
文
化
遺
産
の
考
え
方
が
当
事

者
に
と
っ
て
の
意
義
を
重
視
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
外
部
の
人
間
が
評
価
を

す
る
と
い
う
の
は
理
屈
に
合
わ
な
い

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に

案
件
の
提
案
を
お
こ
な
う
の
は
各
国

の
政
府
で
あ
る
。
必
ず
し
も
役
人
た

ち
が
無
形
文
化
遺
産
に
か
か
わ
る
行

政
の
経
験
を
も
ち
、
実
情
を
適
切
に

把
握
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

提
案
書
に
記
さ
れ
た
保
護
の
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
、
実
情
を

知
ら
な
い
役
人
に
よ
る
机
上
の
プ
ラ

ン
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
対

象
に
精
通
し
た
研
究
者
は
、
そ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
ど
の
程
度
実
効

性
が
あ
り
、
当
事
者
や
関
係
機
関
の

役
割
が
適
切
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か

を
判
断
し
、
意
見
を
付
与
し
た
。
た

だ
し
、
プ
ラ
ン
が
計
画
通
り
に
実
行

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
ー

す
る
し
く
み
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

込
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

研
究
者
が
無
形
文
化
遺
産
保
護
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関
与
を
求
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
の
は
当
事

者
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
そ
こ
に
経
験

や
知
恵
を
提
供
す
る
こ
と
が
研
究
者

の
役
割
の
ひ
と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

無
形
文
化
遺
産
の
制
度
は
、
有
形
の
世
界
遺
産
に
似
た
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

当
初
か
ら
担
い
手
を
重
視
し
て
い
た
点
が
異
な
る
。

二
〇
〇
六
年
の
条
約
発
効
は
、
担
い
手
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
の
仕
事
も
変
え
つ
つ
あ
る
。

ラジオの生中継番組におけるクロンチョン。フルート、バイオリン、チェロ
やウクレレに似たクロンチョンという楽器などを伴奏に歌い手が歌う。
2009年 8月、ジョグジャカルタにて

無
形
文
化
遺
産
と
し
て
の
音
楽

二
一
世
紀
に
入
る
と
、
無
形
文
化

遺
産
と
し
て
音
楽
が
語
ら
れ
る
時
代

が
き
た
。

「
遺
産
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、

受
け
継
い
で
い
く
べ
き
も
の
と
い
う

含
意
が
あ
る
。
伝
統
的
な
音
楽
を
い

か
に
受
け
継
ぐ
か
と
い
う
こ
と
に
多

く
の
人
が
関
心
を
向
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
一
見
、
伝
統
の
消

滅
を
憂
え
た
か
つ
て
の
民
族
音
楽
学

者
の
考
え
方
に
似
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。
し
か
し
、
無
形
文
化
遺
産
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
集
団
の
な
か
で

代
々
伝
え
ら
れ
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
意
識
を
は
ぐ
く
み
、
先
人

た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
る

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

何
を
ど
う
受
け
継
い
で
い
く
か
は
当

カンボジアの大型影絵芝居スバ
エク・トム。2005年に「人類の
口承及び無形遺産に関する傑作」
として宣言された。1999年、シ
エムリアップにて

インドネシアの人形芝居ワヤン・ゴレック。
人形芝居ワヤンは、2003年、「人類の口
承及び無形遺産に関する傑作」として宣言
された。2013年、バンドゥンにて

カンボジア

シエムリアップ

バンドゥン
ジョグジャカルタ

インドネシア

プノンペン

ジャカルタ
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新
潟
県
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ

広
大
な
平
野
に
信
濃
川
が
流
れ
る
新
潟
県
は
人
口
約

二
三
七
万
。
日
本
一
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
一
方
、
若
者
の
県

外
へ
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
上
京
率
は
全
国
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。
中
心
地
で
あ
る
新
潟
市
は
二
〇
〇
七
年

に
政
令
指
定
都
市
と
な
っ
た
。
東
京
か
ら
は
新
幹
線
で
二

時
間
の
場
所
に
位
置
す
る
。

二
〇
一
〇
年
、
新
潟
県
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販

売
す
る
小
売
店
を
調
査
し
た
石
附
は
、
そ
の
結
果
を
卒
業

論
文
に
ま
と
め
た
。
当
時
、
確
認
で
き
た
小
売
店
の
数
は

一
一
店
で
、
県
内
各
地
に
散
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
現
在
は
、

一
七
店
以
上
に
増
え
て
い
る
（
イ
オ
ン
な
ど
の
大
手
チ
ェ
ー

ン
店
を
の
ぞ
く
）。
単
純
に
店
の
数
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、

閉
店
し
た
り
縮
小
す
る
店
舗
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
あ

ら
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
り
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
取
り
扱

い
を
始
め
る
店
の
方
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
上
回
っ
て
い
る
。

演
歌
の
隣
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

い
く
つ
か
シ
ョ
ッ
プ
を
紹
介
し
た
い
。
三
条
市
で

一
九
九
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
み
ず
す
ま
し
」
は
、
長

年
農
協
に
勤
務
し
た
店
主
の
神
田
さ
ん
が
、
有
機
栽
培
の

食
品
や
無
添
加
の
洗
剤
を
販
売
し
た
く
て
始
め
た
エ
コ
ロ

ジ
ー
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
自
然
食
品
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
、環
境
、障
が
い
者
、福
祉
に
関
す
る
活
動
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
は
、
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
反
対
す

る
活
動
で
忙
し
い
そ
う
だ
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
は
雑

貨
を
中
心
に
置
い
て
あ
る
が
、
売
れ
行
き
は
い
ま
ひ
と
つ
。

「
ナ
ル
ニ
ア
」
は
新
潟
市
内
の
商
店
街
に
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
と

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
が
半
分
ず
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
。

店
主
の
丸
田
さ
ん
が
実
家
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

を
始
め
た
の
だ
。
ふ
た
つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
し
き
り
は
な
く
、

「
演
歌
の
隣
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
が
あ
る
の
は
、
日

本
で
も
こ
こ
だ
け
で
し
ょ
う
ね
」
と
丸
田
さ
ん
は
笑
う
。

「
麗レ

イ
　
ア愛

」
は
新
潟
駅
に
つ
な
が
る
大
通
り
に
面
し
た
、
黄

色
い
外
壁
の
お
し
ゃ
れ
な
お
店
だ
。
店
主
の
内
山
さ
ん
は

元
々
自
然
化
粧
品
の
販
売
員
と
し
て
働
き
、
新
潟
駅
前
に

自
分
の
店
を
も
っ
て
い
た
。
ヨ
ガ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
、
ウ
ェ
ア
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
た
ま
た
ま
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
専
門

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ピ
ー
プ
ル
・
ツ
リ
ー
の
商
品
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心
を
も
つ
。「
お
し
ゃ
れ

で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
世
の
中
に
役
立
つ
」
商
品
に
惹
き

つ
け
ら
れ
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
麗

愛
を
二
〇
〇
九
年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
店
内
の
商
品
の

お
よ
そ
八
割
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
、
ピ
ー
プ
ル
・
ツ
リ
ー

を
中
心
に
、
衣
服
、
雑
貨
、
食
品
な
ど
を
幅
広
く
揃そ

ろ

え
た
。

二
〇
〇
九
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
〇
〇
〇
枚
以
上
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
売
れ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
売
り
上
げ
の
主
力

は
化
粧
品
で
、
金
額
に
す
る
と
化
粧
品
が
約
八
割
を
占
め

て
い
た
。

二
〇
一
三
年
春
、
麗
愛
は
当
分
の
あ
い
だ
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
部
門
を
休
み
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
は
化
粧
品
や

布
ナ
プ
キ
ン
、
環
境
に
配
慮
し
た
洗
剤
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
か
ら
離
れ
た
わ
け
で
は

ま
っ
た
く
な
い
。
取
り
扱
い
化
粧
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ヴ
ェ

レ
ダ
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
だ
し
、
冬
に
な
れ
ば
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
販
売
す
る
。
店
舗
を
会
場
に
、
カ
レ
ー
会
、
朝
食
会
、

ワ
イ
ン
試
飲
会
な
ど
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
も
定
期
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栞か

ん

」
は
、
自
然
公
園
の
な
か
に
位
置
す
る

陶
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
だ
。
オ
ー
ナ
ー
夫
婦
は
揃
っ
て
陶
芸
家
。

昔
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
て
い
た
が
、
思
う
よ

う
に
売
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
生
協
の
共
同
購
入
の
よ
う

な
形
態
に
な
っ
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体

の
カ
タ
ロ
グ
を
置
き
、
常
連
客
が
見
て
、
欲
し
い
商
品
が
あ

れ
ば
注
文
票
に
記
入
し
て
い
く
。
そ
れ
を
オ
ー
ナ
ー
夫
婦

が
ま
と
め
て
発
注
す
る
の
だ
。

無
理
を
し
な
い
自
然
な
ス
タ
イ
ル

注
目
し
た
い
の
は
、
経
営
者
の
多
様
な
価
値
観
と
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
商
品
が
自
然
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

自
然
食
品
を
買
い
に
行
っ
た
先
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
知
る
。

Ｃ
Ｄ
を
、
化
粧
品
を
、
か
わ
い
い
雑
貨
を
求
め
て
い
っ
た
ら

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。「
国
際
協
力
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
り
も
、
消
費
者
の
生
活
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

商
品
が
自
然
に
入
り
込
ん
で
い
く
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

大
都
市
と
は
違
い
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
専
門
店
が
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
く
の
は
、
今
の
新
潟
で
は
難
し
い
。
そ

れ
で
も
売
り
上
げ
が
伸
び
な
く
と
も
無
理
を
せ
ず
、
ア
ク

セ
ン
ト
と
し
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
置
き
、
息
長
く
販

売
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
、
じ
つ
は
地
方
で

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
広
め
て
い
く
の
に
有
効
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

新
潟
県
の
あ
ら
た
な
動
き

お
店
で
の
販
売
か
ら
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
場
は
さ
ら
に

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
新
潟
で
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
普
及
を
目

的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
「
カ
フ
ェ
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
新
潟
」

（
カ
フ
ェ
ア
）
は
、麗
愛
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

カ
フ
ェ
ア
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
佐
藤
さ
ん
と
岡
田
さ
ん
が

「
に
い
が
た
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
推
進
委
員
会
」
を
二
〇
一
三

年
設
立
し
た
。
新
潟
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
制
作
、
Ｈ

Ｐ
で
の
情
報
発
信
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
精
力
的
に
活
動
中
だ
。
昨
年
三
月
に
熊
本
で
お
こ

な
わ
れ
た
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
国
際
会
議
に
は
、
知
り

合
い
の
新
潟
市
議
会
議
員
と
参
加
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
多
忙

な
仕
事
の
か
た
わ
ら
活
動
を
続
け
、
将
来
的
に
は
新
潟
市
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
化
を
目
指
す
。
小
売
店
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

学
生
サ
ー
ク
ル
な
ど
県
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
強
化

を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

多
文
化
を

あ
き
な
う

多
文
化
を

あ
き
な
う

新
潟
の
多
様
な
小
売
店

石い
し

附づ
き 

さ
ゆ
み
　
株
式
会
社
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

子ね

島じ
ま 

進す
す
む

　
　
　
東
洋
大
学
教
授

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
そ
の
あ
り
か
た
は
多
様
化
し
て
い
く
。

店
舗
や
商
品
、
活
動
は
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
土
地
に
芽
吹
き
、
根
付
い
て
い
く
の
か
。

新
潟
県
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

県内の雑貨やハンドメイドが集まった「虹いろマルシェ」
に出店（2012年9月）

ナルニア。店内奥のポスターより左にはCDが並び、右側のカバン
など雑貨はフェアトレード

カフェアイベント紅茶講座。おいしい
紅茶の入れ方を、講師を招いてフェア
トレードティーで実践（2014年6月）

ギャラリー栞。陶芸作品に触れながらフェアト
レードコーヒーを飲むことができる

カフェアイベントカレー会。20人以上集まって
カレーやラッシーを手作り（2012年7月）

16   17   	 2015年 2月号



山羊の血（塩で固めたもの） 
500g

山羊の内臓　　　　　適量

キャベツ、ニラ、 
人参、もやし　　　　適量

ラードまたはサラダ油

市販のだし（粉末）　適量

塩　　適量

泡盛　適量

山羊のチーイリチャー（4人分）

① 食べやすい大きさに切った山羊の内臓を下ゆで
する。

② 水とだし、泡盛を入れた鍋に、下ゆでした内臓
を加え、2時間煮込む。

③ ②に千切りにした人参を入れて30分煮る。そして、
食べやすい大きさに切った他の野菜と山羊の血肉を
入れて炒めて、20分ほど煮る。最後に塩で味を整
える。

ヒージャー汁。ヒージャー独特の臭みをやわらげるため、生のよもぎを
のせて食べる

チーイリチャー。食感はレバーに似ている。
臭みが弱く、さっぱりしている

メニュー表

ヒージャー刺身。独特の臭みがなく、食べやすい。ショウガとしょうゆ
で食べる

も
少
な
く
な
い
。

調
査
の
帰
り
道
、
わ
た
し
は
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
料
理
店
に

立
ち
寄
っ
て
み
た
。
こ
の
日
は
、
運
が
良
く
、
チ
ー
イ

リ
チ
ャ
ー
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
料
理
が
出
て
く

る
あ
い
だ
、「
今
日
は
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
を
つ
ぶ
し
た
日
な

の
か
」
と
浜
辺
で
見
た
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
を
思
い
出
し
た
。

店
主
が
差
し
出
し
た
チ
ー
イ
リ
チ
ャ
ー
を
、
切
な
い
気

持
ち
を
抑
え
な
が
ら
味
わ
っ
た
。
沖
縄
料
理
は
、
沖
縄

の
習
慣
や
言
葉
が
継
承
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
の
味
も
一

緒
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

カ
タ
カ
ナ
表
記
の
多
い
沖
縄
料
理

沖
縄
の
大
衆
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
表
の
特
徴
と
い
え
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
料
理
が
沖
縄
方
言
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
、マ
ー
ミ
ナ
ー
チ
ャ

ン
プ
ル
ー
（
も
や
し
炒
め
）、
ク
ー
ブ
イ
リ
チ
ー
（
昆

布
炒
め
）、
ナ
ー
ベ
ー
ラ
ー
ン
ブ
シ
ー
（
へ
ち
ま
煮
込

み
）、
ニ
ン
ジ
ン
シ
リ
シ
リ
ー
（
人
参
炒
め
）、
フ
ー
チ

バ
ー
ジ
ュ
ー
シ
ー
（
よ
も
ぎ
の
炊
込
み
ご
飯
）、
テ
ビ

チ
（
豚
足
）、
ア
バ
サ
ー
汁
（
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
）、
イ
ラ

ブ
ー
汁
（
エ
ラ
ブ
ウ
ミ
ヘ
ビ
）、
イ
ナ
ム
ド
ゥ
チ
（
豚

肉
の
汁
物
）
な
ど
、
漢
字
も
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

料
理
な
の
か
説
明
も
な
い
。
初
め
て
の
人
は
戸
惑
う
だ

ろ
う
。沖
縄
を
初
め
て
訪
れ
た
人
び
と
は
、こ
れ
は
何
？ 

あ
の
人
が
食
べ
て
い
る
の
は
何
？ 

と
周
囲
に
い
る
お

ば
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
に
質
問
し
な
が
ら
選
ぶ
。
沖
縄
料

理
は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。

最
近
、
日
本
全
国
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ゴ
ー

ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や
豆
腐
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
が
登
場
す

る
よ
う
に
な
り
、
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
は
沖
縄
の
食
文
化
の

代
名
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
沖
縄
料
理

は
、
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
だ
け
で
は
な
い
。

沖
縄
で
は
、
同
じ
炒
め
も
の
で
も
、
調
理
法
ご
と
に

よ
び
名
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
好
み
の
野
菜
と
豚
肉
を

油
で
炒
め
た
も
の
は
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
と
よ
ば
れ
る
。
一

方
、
水
で
戻
し
た
乾
物
を
細
か
く
刻
み
、
肉
や
野
菜
と

一
緒
に
水
分
が
無
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
る
よ
う
に
炒
め

た
も
の
を
イ
リ
チ
ー
と
よ
ぶ
。
ま
た
、
同
じ
煮
込
み
炒

め
で
も
、
島
豆
腐
や
へ
ち
ま
な
ど
水
気
の
多
い
食
材
を

用
い
て
調
理
す
る
も
の
は
、
ン
ブ
シ
ー
と
よ
ば
れ
、
イ

リ
チ
ー
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
で
は
、
見
た
目
が
類
似
す
る
料

理
で
も
、
調
理
法
や
食
材
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
、
沖
縄

方
言
で
料
理
名
が
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

今
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
料
理
が
熱
い

近
年
、
観
光
客
を
魅
了
す
る
沖
縄
料
理
の
ひ
と
つ
に

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
料
理
が
あ
る
。
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
山
羊

の
こ
と
で
あ
る
。

沖
縄
の
農
村
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
各
家
で

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
農
繁
期
の
作
物
の

植
付
け
が
終
っ
た
と
き
や
収
穫
時
な
ど
、
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
疲
れ
を
癒
す
た
め
の
料
理
と
し
て
、
親
戚
や
隣
近

所
の
人
び
と
に
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
特

に
、
日
本
本
土
復
帰
前
の
沖
縄
で
は
食
料
不
足
が
深
刻

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
の
入
っ
た
大
き
な

鍋
を
み
ん
な
で
囲
み
、
互
い
に
励
ま
し
、
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
汁

は
「
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
ぬ
ち
ぐ
す
い
」
と
も
い
う
。
ぬ
ち
ぐ

す
い
と
は
、「
命
の
薬
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の

他
に
も
、「
ブ
ガ
リ
ノ
ー
シ
」（
疲
れ
を
治
す
）
と
い
っ

て
慰
労
会
の
場
で
は
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
汁
が
提
供
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
沖
縄
の
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
料
理
は
、
特
別
な
折
り

の
ご
馳
走
と
し
て
食
さ
れ
て
き
た
。

現
在
で
も
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
肉
は
、
栄
養
価
が
高
く
、

滋
養
強
壮
の
た
め
の
薬
膳
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
料
理
は
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
専
門
店
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
価
格
を
見
る
と
、

や
は
り
ご
馳
走
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
汁
、

一
杯
一
二
〇
〇
円
前
後
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
料
理
の
う
ち
、
汁
物
や
刺
身
は
一
般
的

だ
が
、最
近
は
「
チ
ー
イ
リ
チ
ャ
ー
」
と
よ
ば
れ
る
ヒ
ー

ジ
ャ
ー
の
血
肉
を
炒
め
た
料
理
が
大
人
気
だ
。
チ
ー
イ

リ
チ
ャ
ー
と
は
、
血
を
炒
め
る
と
い
う
意
味
で
、
ヒ
ー

ジ
ャ
ー
の
他
に
も
豚
、牛
な
ど
の
血
肉
を
、ニ
ラ
や
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
と
一
緒
に
煮
て
、
炒
め
た
料
理
で
あ

る
。
ま
た
、
汁
物
に
比
べ
て
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
独
特
の

臭
み
が
少
な
い
た
め
、
初
心
者
に
も
人
気
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
チ
ー
イ
リ
チ
ャ
ー
は
、
新
鮮
な
血
肉
が
調

達
で
き
た
と
き
し
か
調
理
が
で
き
な
い
た
め
、
お
店
に

よ
っ
て
は
曜
日
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と

沖縄の山羊の血肉炒め

チーイリチャー

呉
ご

屋
や

 淳
じゅん

子
こ

 　民博 機関研究員
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消
費
税
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
増
税
が
経
済
や
生
活
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
だ
が
、「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
と
い
う
こ
と
ば
が
盛
ん
に
口
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
い

ま
一
度
思
い
出
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
い
う
税
と
は
消
費

税
の
こ
と
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
が
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
際
に

上
乗
せ
し
て
支
払
っ
て
い
る
お
金
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
社
会
保
障

と
は
子
育
て
や
医
療
や
介
護
や
年
金
の
た
め
に
国
庫
か
ら
支
出
さ
れ
る

お
金
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
と
は
、

み
ん
な
で
少
し
ず
つ
出
し
合
っ
た
お
金
を
国
庫
に
集
め
て
、
社
会
を
構

成
す
る
人
間
を
維
持
す
る
た
め
に
配
る
、
そ
の
や
り
方
を
変
更
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

こ
の
、
財
を
「
集
め
る
」
こ
と
と
「
配
る
」
こ
と
の
セ
ッ
ト
を
再
分

配
と
よ
ぶ
。
経
済
人
類
学
者
の
カ
ー
ル・ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
こ
と
ば
だ
。「
集

め
て
配
る
」
再
分
配
は
、「
お
互
い
に
財
を
贈
り
あ
う
」
互
酬
や
「
市
場

と
貨
幣
を
通
じ
て
財
を
入
手
す
る
」
交
換
と
は
、
財
の
移
動
の
仕
方
が

異
な
る
。
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
、
再
分
配
の
例
と
し
て
、
狩
猟
採
集
民
の
お

こ
な
う
分
配
や
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
貯
蔵
制
度
、
福
祉
国
家
の
租
税
を
挙

げ
て
い
る
。
財
を
集
め
る
場
所
は
、
王
の
食
物
庫
の
よ
う
に
物
理
的
な

場
所
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
し
、
登
記
上
の
占
有
の
変
更
に
よ
っ
て
可

能
に
な
る
よ
う
な
抽
象
的
な
場
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

再
分
配
は
、
集
団
性
を
前
提
と
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

贈
り
物
や
交
換
は
二
人
い
れ
ば
可
能
だ
が
、
再
分
配
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
二
人
の
人
間
で
財
を
集
め
て
配
ろ
う
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
ど
れ

 再分配
Redistribution

浜
は ま

田
だ

 明
あ き

範
の り
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く
ら
い
の
財
を
拠
出
し
た
の
か
が
即
座
に
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結

果
的
に
、
一
方
か
ら
他
方
へ
の
贈
り
物
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
三

人
の
場
合
で
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
五
人
、
六
人
、
七
人
と
参

加
者
が
増
え
て
い
く
と
、
誰
が
拠
出
し
た
財
が
誰
に
配
ら
れ
た
の
か
は

容
易
に
把
握
で
き
な
く
な
り
、
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
。
再
分
配
が
成
立

す
る
た
め
に
は
、
最
低
で
も
こ
の
程
度
の
人
数
が
必
要
に
な
る
。
一
億

人
以
上
が
参
加
す
る
国
税
と
も
な
れ
ば
、配
ら
れ
た
側
が
税
金
を
支
払
っ

た
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
す
ら
困
難
に
な
る
。

同
時
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
誰
か
ら
ど
の
く
ら
い
集
め
、
誰
に
配

る
の
か
と
い
う
財
の
移
動
の
仕
方
は
、
そ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
集
団

の
境
界
と
性
格
を
決
定
づ
け
る
。
無
尽
や
頼た
の

母も

子し

講こ
う
の
よ
う
に
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
で
掛
金
を
出
し
合
う
場
合
、
参
加
者
に
連
帯
感
を
生
む
こ

と
に
よ
っ
て
結
束
の
強
い
集
団
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
江

戸
時
代
に
は
、
武
士
が
、
農
民
が
生
産
し
た
米
の
一
部
を
受
け
取
る
代

わ
り
に
治
安
の
維
持
を
請
け
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
と
い
う
階
層
化

さ
れ
た
地
位
を
も
つ
ひ
と
つ
の
集
団
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
。
人
口
を

増
や
す
た
め
に
子
育
て
を
支
援
し
、
年
金
や
社
会
保
険
に
よ
っ
て
生
産

能
力
を
失
っ
た
人
び
と
を
支
援
す
る
福
祉
国
家
は
集
団
の
成
員
の
生
命

そ
の
も
の
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
新
自
由
主
義
の
浸
透
に
伴
っ
て
、
市
場
原

理
の
波
に
個
々
人
が
直
接
的
に
曝さ
ら

さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
現
在
に

こ
そ
、
集
団
を
作
り
出
し
、
そ
の
性
格
を
決
定
づ
け
る
再
分
配
に
改
め

て
注
目
す
る
意
義
は
大
き
い
。

今、気にな
る
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有
名
な
の
に
知
ら
れ
て
い
な
い
宗
教

民
族
の
垣
根
を
越
え
て
広
く
分
布
し
て
い
る
宗
教
、
い
わ
ゆ
る
世

界
宗
教
の
な
か
で
、
日
本
で
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
イ
ス

ラ
ー
ム
だ
ろ
う
。

現
代
日
本
で
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
え

ば
、
何
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
酒
を
飲
ま
ず
、
毎
日
何
度
も

お
祈
り
を
し
て
、
年
に
一
回
断
食
し

て
、
女
性
が
顔
を
隠
し
、
テ
ロ
リ

ズ
ム
が
横
行
し
て
い
る
？　

必
ず

し
も
間
違
え
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
そ
う
い
う
タ
ブ
ロ
イ
ド
思
考

は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
酒
は
飲

む
わ
、
正
月
だ
け
し
か
参
拝
し
な

い
わ
で
、
女
性
の
社
会
進
出
が
敢

え
て
公
約
に
掲
げ
ら
れ
、
意
図
不

明
の
突
発
的
な
犯
罪
が
頻
発
し
て

い
る
、
な
ど
と
日
本
が
評
さ
れ
た

ら
、
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と

違
っ
た
側
面
を
見
て
欲
し
い
と
思
う

人
や
、
自
分
は
そ
ん
な
で
は
な
い
と

考
え
る
人
だ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

覆
さ
れ
た
宗
教
観

パ
キ
ス
タ
ン
は
、
国
民
の
ほ
と
ん

ど
が
ム
ス
リ
ム
︵
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰

者
︶
で
あ
る
。
一
声
に
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
っ
て
も
、
メ
ジ
ャ
ー
な
ス

ン
ニ
派
、
シ
ー
ア
派
に
加
え
、
国
の
北
部
に
連
な
る
山
脈
の
谷
々
を

中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
と
い
う
少
数
派
な
ど

も
あ
る
。
暗
殺
教
団
の
悪
名
で
噂う

わ
ささ
れ
た
こ
と
も
あ
る
宗
派
だ
が
、

僕
が
直
接
彼
ら
の
谷
に
調
査
に
行
っ
て
感
じ
た
の
は
、と
に
か
く
﹁
ゆ

る
い
﹂
と
い
っ
た
印
象
だ
っ
た
。

ラ
マ
ザ
ー
ン
月
に
ム
ス
リ
ム
が

日
中
の
断
食
を
す
る
こ
と
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ス

マ
ー
イ
ー
ル
派
の
人
び
と
は
普
通

に
食
べ
る
。
僕
が
断
食
を
し
て

い
た
ら
、
問
答
無
用
で
彼
ら
に
、

窓
を
閉
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
半

開
き
に
し
た
﹁
隠
れ
食
堂
﹂
へ

と
引
っ
張
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
す
ら
あ
る
。
一
日
五
回
の

礼
拝
も
し
な
い
し
、
集
落
に
は

モ
ス
ク
も
な
い
。
写
真
を
撮
っ
て

く
れ
と
せ
が
む
女
性
だ
っ
て
い

る
。
さ
す
が
に
人
目
に
付
く
と

こ
ろ
で
は
飲
ま
な
い
が
、
地
元

産
ブ
ド
ウ
か
ら
ワ
イ
ン
を
、
同

じ
く
ア
ン
ズ
や
ク
ワ
の
実
か
ら

蒸
留
酒
を
作
っ
て
、
飲
ん
で
い
る
。

谷
底
で
も
海
抜
二
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
は
あ
っ
て
、
西
日
本
の
ど
の

山
の
頂
よ
り
も
高
い
地
だ
。
僕

も
幾
度
と
な
く
飲
ま
さ
れ
て
は
、

す
ぐ
に
酔
い
潰
れ
た
。

け
れ
ど
も
、
平
穏
平
和
な
谷
に
暮
ら
す
彼
ら
だ
っ
て
、
胸
を
張
れ

る
ム
ス
リ
ム
に
は
違
い
が
な
い
の
だ
。

山奥で飲んで食う人たち

吉
よし

岡
おか

 乾
のぼる
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×
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ー

ド
に
入
る
ケ
ー
ス
は
多

い
。
こ
の
モ
ー
ド
変
更
が

「
乗
せ
る
＝
そ
の
気
に
さ

せ
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
学
生
服
、ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
仕

事
着
な
ど
…
…
。
じ
つ

は
、
制
服
と
の
付
き
合

い
が
な
い
僕
も
、
毎
週
一

回
、「
乗
せ
る
」
を
体
感

し
て
い
る
。
僕
は
学
生
時
代
か
ら
の
趣
味
で
武
道
を
続
け
て
い
る
が
、
稽
古
着
（
道

着
）
は
制
服
の
一
種
と
い
え
よ
う
。
現
在
、僕
は
週
一
ペ
ー
ス
で
合
気
道
の
道
場
に
通
っ

て
い
る
。
合
気
道
で
は
初
段
を
取
得
す
る
と
、
袴は
か
まの

着
用
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

袴
は
有
段
者
で
あ
る
こ
と
を
他
者
に
「
見
せ
る
」
目
印
と
し
て
の
働
き
を
有
し
て
い
る
。

「
見
せ
る
」
と
「
乗
せ
る
」

幸
か
不
幸
か
、
僕
の
半
生
は
制
服
と
の
縁
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
中
高
時
代
を

過
ご
し
た
東
京
の
盲
学
校
に
は
制
服
が
な
く
、
就
職
後
も
学
生
と
同
じ
よ
う
な
ラ
フ

な
服
装
で
日
々
通
勤
し
て
い
る
。
ス
ー
ツ
を
着
る
の
は
年
に
数
回
程
度
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、
全
盲
の
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
制
服
と
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

制
服
の
機
能
と
し
て
、「
見
せ
る
」
と
「
乗
せ
る
」
の
ふ
た
つ
が
あ
る
と
思
う
。
周

囲
の
様
子
が
見
え
な
い
僕
が
苦
手
な
の
は
「
見
せ
る
」
方
で
あ
る
。
学
会
や
研
究
会

に
出
か
け
る
際
、
他
の
参
加
者
が
ど
ん
な
服
装
を
し
て
い
る
の
か
は
気
に
な
る
。
自

分
だ
け
場
違
い
な
服
を
着
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
自

力
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
。
視
覚
障
害
者
に
は
、
他
人
の
視
線
に

惑
わ
さ
れ
ず
好
き
な
服
装
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
自
由
が
あ
る
一
方
、
見
た
目
を
客

観
的
に
判
断
で
き
な
い
不
自
由
も
付
き
ま
と
う
。「
自
分
は
○
○
で
あ
る
」
と
周
囲
に

向
か
っ
て
宣
言
す
る
の
が
制
服
の
第
一
の
目
的
と
い
え
る
が
、
残
念
な
が
ら
「
見
せ
る
」

点
に
お
い
て
、
制
服
は
自
由
か
つ
不
自
由
な
視
覚
障
害
者
に
は
通
用
し
な
い
。

次
に
制
服
の
第
二
の
機
能
で
あ
る
「
乗
せ
る
」
に
つ
い
て
は
、
視
覚
障
害
の
有
無
は

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
制
服
を
身
に
着
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
自
分
は
×

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
袴
に
は
自
分
自
身
を
鼓
舞
す
る
活
力
が
内
包
さ

れ
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。「
あ
あ
、今
日
は
疲
れ
て
い
る
し
、稽
古
が
面
倒
だ
な
あ
」

と
感
じ
て
い
て
も
、
袴
を
着
け
れ
ば
身
も
心
も
引
き
締
ま
る
。
平
凡
な
日
常
に
刺
激

を
与
え
る
と
い
う
面
で
、
制
服
の
「
乗
せ
る
」
力
は
大
切
だ
ろ
う
。

白
状
な
れ
ど
薄
情
を
求
め
ず

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
、「
見
せ
る
」「
乗
せ
る
」
の
両
面
で
制
服
と
同
じ
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
白は
く

杖じ
ょ
うで

あ
る
。
古
今
東
西
、
目
が
見
え
な
い
者
は
歩
行

時
に
杖
を
使
用
す
る
。
日
本
中
世
の
絵
巻
物
に
も
、
杖
を
頼
り
に
各
地
を
旅
し
た
琵

琶
法
師
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
視
覚
代
行
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
杖
は
視
覚
障
害
者
の

安
全
確
保
に
は
欠
か
せ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
視
覚
障
害
者
が
用
い
る
杖
は
白
い
の
か
。
白
杖
の
誕
生
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦
後
、
各
国
で
自
動
車
の
交
通
量
が
増
加
す
る
の
に
伴

い
、
盲
人
用
杖
が
白
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
白
は
目
立
つ
の
で
、「
こ
こ
に
視
覚
障
害
者

が
い
る
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
の
に
最
適
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
道
を
尋
ね
た
り
、
横
断
歩
道
を
渡
る
際
、
僕
も
白
杖
を
他
人
に
「
見
せ
る
」
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
。
白
杖
は
視
覚
障
害
当
事
者
に
は
「
白
状3

」
す
る
勇
気
を
、
社

会
の
多
数
派
で
あ
る
見
常
者
に
は
「
薄
情
」
な
ら
ぬ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
求
め
る
シ
ン

ボ
ル
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
気
道
の
袴
と
は
少
し
性
質
が
異
な
る
が
、
白
杖
が
視
覚
障
害
者
を
鼓
舞
す
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
一
般
に
、
中
途
失
明
者
は
白
杖
に
強
い
抵
抗
感
を
抱
く
。

僕
自
身
も
、
弱
視
だ
っ
た
中
学
一
年
生
の
こ
ろ
は
、
白
杖
を
持
つ
こ
と
を
拒
否
し
て
い

た
。
不
特
定
多
数
の
人
に
「
僕
は
視
覚
障
害
者
で
す
」
と
わ
ざ
わ
ざ
白
状
す
る
白
杖

の
使
用
に
は
気
乗
り
し
な
か
っ
た
。
で
き
れ
ば
見
常
者
と
同
様
に
、
街
中
を
さ
り
げ

な
く
歩
き
た
い
と
い
う
の
が
、
視
覚
障
害
者
の
願
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
全
盲
に
な

る
と
開
き
直
る
し
か
な
い
。
完
全
に
失
明
し
、
白
杖
を
握
っ
て
盲
学
校
の
門
を
出
た

と
き
、
大
げ
さ
に
言
う
な
ら
「
視
覚
障
害
者
と
し
て
生
き
る
」
覚
悟
が
で
き
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

家
や
研
究
室
で
は
自
分
の
障
害
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
白
杖
を
片
手
に
外
出
す
れ
ば
、
僕
の
心
身
は
視
覚
障

害
者
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
る
。
そ
し
て
、
白
杖
に
乗
せ
ら
れ
た

僕
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め
に
、
日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
、

海
外
に
も
出
か
け
て
い
る
。
白
杖
は
視
覚
障
害
者
の
歩
行
補

助
具
と
し
て
限
定
的
に
使
わ
れ
る
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
シ
ン
プ

ル
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
な
い
。
も
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
杖
、
目
が

見
え
て
い
る
人
が
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
白
杖
が
あ
れ
ば
い
い
の

に
。
目
が
見
え
な
く
て
も
、「
見
せ
る
」
の
は
楽
し
い
は
ず
で
あ

る
。
お
し
ゃ
れ
な
白
杖
を
持
っ
て
街
を
颯さ
っ
そ
う爽
と
歩
く
視
覚
障
害

者
が
増
え
れ
ば
、
世
間
の
障
害
観
も
変
化
す
る
に
違
い
な
い
。

広ひ
ろ

瀬せ 

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

　
民
博 

民
族
文
化
研
究
部

制
服
は
、
し
ば
し
ば
あ
る
記
号
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
記
号
性
は
、
と
り
わ
け
視
覚
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
が
ち
だ
。

い
っ
ぽ
う
で
、
視
覚
障
害
者
は
制
服
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

見
常
者
が
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
白
杖
を

白杖で足元を確認し、横断歩道を渡る（2014年 12月撮影）

大半の視覚障害者は携帯に便利な折り畳み式
の白杖を使っている（筆者が愛用するドイツ製
の白杖）

合気道の有段者講習会にて。技をかけているのが筆者
（提供・京都合気会）
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「日本庭園前」下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　ご記憶にある読者も多いかと思うが、本号の特集に寄稿してくだ

さった秋山豊寛氏は、日本人として初めて宇宙飛行をされた方であ

る。当時TBSのジャーナリストであった秋山氏は、1990年にソ連船

ソユーズに搭乗して宇宙ステーションミールに向かい、そこから「宇

宙特派員」として宇宙生活をリポートした。つまり日本人が宇宙人

の仲間入りをしてから四半世紀がたつ、ということである。

　わたし自身、宇宙への思いをさらに長いこと秘めてきた。小学校

4年生のときだったか。当時アメリカに住んでおり、フロリダのケネ

ディー宇宙センターに連れて行ってもらったことがある。NASAの

有人ロケット発射場と管制施設があるところである。実物のロケッ

トを間近に見て圧倒されて以来、「大きくなったら宇宙飛行士になる」

夢を抱いてきた。体力的に自分には無理そうであるとわかってから

も、宇宙に行く夢は捨てていない。宇宙観光が可能になる時代もそ

う遠くないようである。死ぬまでに一度は地球外に出てみたい。そ

れが無理なら、宇宙葬にしてもらってもいい。それもだめなら、ガー

ナの棺桶屋さんに宇宙船の形のお棺を作ってもらおうか……。

（山中由里子）
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みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、 
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定
期刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通し
て多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための特
典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会
員制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）

みんぱくフェイスブック
http://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
http://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

※みんぱくウィークエンド・サロンの情報は、13ページに移りました。

2015年 1月号特集の内容に誤りがありました。
下記の通り訂正いたします。
p8「今年はヤギ年」の 1段目、前から 1行目
　誤）しかし中国でもベトナムでも「卯」はウサギではなく、ネコだ。
　正）しかしベトナムでは「卯」はウサギではなく、ネコだ。


